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星
霜
70
年
を
糧
に
逞
し
い
協
同
運
動

所
得
確
保
の
要
、
穀
類
施
設
は
当
年
完
全
復
旧

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝

に
て
２
０
１
８
年
の
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
も
の
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
々
の
営
農
と
併
せ
地
域

の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
美
瑛
町
農
業
は
、
春
作
業

が
比
較
的
順
調
に
推
移
し
、
一
時
的

な
日
照
不
足
に
よ
る
生
育
の
遅
れ
や
、

収
穫
期
に
不
順
な
天
候
に
悩
ま
さ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
作
柄
と

し
て
は
良
好
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

米
は
平
年
作
を
確
保
し
、
畑
作
、

蔬
菜
も
収
量
・
品
質
と
も
総
じ
て
平

年
作
、
酪
農
・
畜
産
は
安
定
基
調
と
、

組
合
員
皆
様
の
努
力
の
成
果
が
報
わ

れ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
総
体
の
農
業
総
生
産
高
見
込
み

で
は
、
昨
年
、
一
昨
年
を
上
回
る

１
２
２
億
円
、
交
付
金
加
算
ベ
ー
ス

年頭の
ごあいさつ

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

浦島　規生

で
は
１
５
５
億
円
に
の
ぼ
り
、
３
年

連
続
で
の
高
い
生
産
水
準
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
台
風
に
よ
る
被
害
の

傷
も
完
全
に
癒
え
な
い
中
で
、
こ
の

よ
う
な
実
績
を
残
せ
ま
し
た
こ
と
は
、

組
合
員
皆
様
の
ご
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

本
町
の
強
靭
な
農
業
生
産
基
盤
の
底

力
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
大
き
な
目
標
で
あ
り
ま

す
台
風
被
災
施
設
の
復
旧
工
事
は
、

現
在
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
本
年
３

月
の
完
全
復
旧
に
向
け
て
取
り
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国
際

貿
易
交
渉
の
状
況
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
米
国
と
の
貿
易

交
渉
な
ど
、
そ
の
進
展
と
合
意
内
容
、

農
業
経
営
へ
の
影
響
な
ど
が
生
産
現

場
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
、
担

い
手
の
生
産
意
欲
の
減
退
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
農
協
改
革
、
規
制
改
革
で

は
、
生
産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ
と

見
え
る
化
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
生
産
・

流
通
に
お
い
て
は
、
新
た
な
加
工
原

料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
を
盛
り
込

ん
だ
改
正
畜
産
経
営
安
定
法
が
成
立

す
る
な
ど
、
農
業
政
策
対
応
に
追
わ

れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

組
織
を
あ
げ
て
必
要
な
農
政
運
動
や

国
民
理
解
に
向
け
て
の
情
報
発
信
、

Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
強
化
を
は
か
り
、

組
合
員
の
不
安
を
払
拭
し
、
持
続
可

能
な
農
業
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
は
、
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
北
海
道

５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
力
強
い
農

業
と
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」
の
実

現
に
向
け
た
決
議
事
項
に
基
づ
き
、

星
霜
70
年
を
糧
に
逞
し
い
協
同
運
動

所
得
確
保
の
要
、
穀
類
施
設
は
当
年
完
全
復
旧
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そ
の
実
践
を
は
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
年
は
そ
の
総
括
年
度
と

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
組
合
の
農
業
振
興
計

画
（
第
９
次
中
期
５
カ
年
）
の
総
仕

上
げ
に
あ
た
る
重
要
な
年
で
も
あ
り

ま
す
。

　

社
会
情
勢
に
影
響
を
受
け
る
か
の

よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
く
農
業
関
係

法
制
の
改
正
、
新
た
な
米
の
生
産
計

画
に
見
ら
れ
る
、
こ
れ
ま
で
と
は
大

き
く
異
な
る
政
策
転
換
な
ど
、
時
代

と
と
も
に
刻
々
と
変
化
す
る
環
境
や

課
題
に
対
し
、
い
か
に
組
合
員
の
英

知
を
結
集
し
、
実
践
し
て
い
く
か
が

地
域
農
業
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
カ

ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
協
同
組

合
は
今
後
と
も
組
合
員
の
営
農
と
生

活
を
守
る
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
、

そ
の
役
割
や
機
能
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
当
組
合
は
、

本
年
記
念
す
べ
き
創
立
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
節
目
を
機
に
、
地
域
に

根
ざ
し
た
組
織
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
組
合
員
の
負
託
に
こ
た
え
得
る
組

織
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け

た
ス
テ
ッ
プ
の
年
に
し
た
い
と
思
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
戌
」（
い
ぬ
）
で

す
。
一
説
に
は
、
戌
は
「
茂
」
に
通

じ
る
味
が
あ
り
、
植
物
の
生
長
が
絶

頂
期
に
あ
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
戌
年
に
あ
や
か
り
、

豊
穣
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
併

せ
て
、
組
合
員
ご
家
族
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

◆代表理事組合長	 熊谷　留夫

◆代表理事専務	 浦島　規生

◆常	務	理	事	 北野　和男
	（学識経験者）	

◆理事	 神成　博美
	（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 藤田　元弘
	（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 草野　恒之
	（農家経済対策特別委員長・業務委員）

◆理事	 真田　佳則
	（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 村上　聡和
	（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 江花　秀一
	（農家経済対策特別副委員長・総務委員）

◆理事	（総務委員）	 山田　　剛

◆理事	（総務委員）	 吉井　鉄也

◆理事（業務委員）	 米田　浩幸

◆理事（業務委員）	 櫻井　盛明

◆理事（学識経験者 /信用担当）	加藤　　護

◆代表監事	 山本　英之

◆常勤監事	（員外監事）	 吉尾　　豊

◆監事　	 柏倉　秀伸

◆監事　	 太田　　満

◆監事　	 福田　弘行

外職員一同

謹んで新春の
お喜びを申し上げます
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１
月

◆
仕
事
始
め 

６
日

◆
豊
穣･

安
全
祈
願
祭 

６
日

◆
新
年
交
礼
会  

６
日

◆
事
業
計
画
診
断 

16
日

◆
Ｊ
Ａ
組
織
体
制
検
討
委
員
会 

18
日

◆
と
ま
と
生
産
部
会
定
期
総
会
・

　

50
周
年
記
念
式
典 

20
日

◆
業
務
委
員
会
・
施
行
委
員
会 

24
日

◆
総
務
委
員
会
・
営
農
技
術
研
修
会 

27
日

◆
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
復
旧
工
事
安
全
祈
願
祭 

30
日

◆
第
23
回
理
事
会/

組
織
体
制
協
議
役
員
協
議
会 

30
日

2
月

◆
メ
ロ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会 

3
日

◆
Ｊ
Ａ
び
え
い
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

6
日

◆
女
性
部
定
期
総
会 

6
日

◆
タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
報
告
会 

7
日

◆
青
年
部
定
期
総
会 

7
日

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
定
期
総
会 

8
日

◆
麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会 

13
日

◆
実
践
農
業
講
座 

14
日

◆
種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
定
期
総
会 

14
日

◆
馬
鈴
薯
生
産
部
会
定
期
総
会 

15
日

◆
豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会 

16
日

◆
第
24
回
理
事
会 

17
日

◆
ア
ス
パ
ラ
生
産
部
会
定
期
総
会 

21
日

◆
に
ん
じ
ん
生
産
部
会
定
期
総
会 

27
日

◆
タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
と
の
調
印
式 

28
日

3
月

◆
機
構
改
革
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト 

1
日

◆
農
家
経
済
対
策
特
別
委
員
会 

6
日

◆
第
62
回
地
区
懇
談
会 

7
日
〜
8
日

◆
酪
農
振
興
部
会
定
期
総
会 

9
日

◆
美
瑛
牛
乳
発
売
10
周
年
記
念
式
典 

9
日

　

平
成
29
年
は
早
い
雪
解
け
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
春
先
は
低
温
推
移
で
風
害
も
あ
り
、

前
年
の
台
風
を
思
い
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た

も
の
の
、
夏
以
降
は
順
調
な
作
業
と
な
り
ま

し
た
。

懸
念
さ

れ
て
い

た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
国
の
脱
退
に
よ
り
、
発
効
が

難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
や

２
国
間
交
渉
な
ど
、
今
後
農
業
が
よ
り
一
層

の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
７
年
の
動
き

　

～
地
域
づ
く
り
、
事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て
～

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州

政
府
と
の
人
材
育
成
連
携
に
よ
る
美
瑛
の
将
来

を
担
う
農
業
者
の
育
成
を
は
じ
め
、
馬
鈴
薯
面

積
拡
大
に
向
け
た
大
型
の
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ

ー
の
活
用

や
、
販
売

会
社
の
立

上
げ
な
ど
、
組
合
員
所
得
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。
美
瑛
ブ
ラ
ン
ド

向
上
の
柱
で
あ
る
美
瑛
選
果
も
、
は
や
10
周
年

を
迎
え
、
賑
わ
い
を
見
せ
た
美
瑛
農
業
の
１
年

間
を
振
り
返
り
ま
す
。

トピックス

JAこの1年
TOPICS of year

美
瑛
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
柱
に

とまと生産部会総会・
50周年記念式典

営農研修会

新年交礼会

タスマニア州政府
との調印式

4
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◆
役
員
報
酬
審
議
会 

10
日

◆
人
づ
く
り
実
践
推
進
セ
ミ
ナ
ー 

13
日

◆
酪
農
婦
人
部
定
期
総
会 

14
日

◆
監
事
会 

16
日

◆
第
25
回
理
事
会 

16
日

◆
浦
氏
宇
都
宮
賞
受
賞
祝
賀
会 

17
日

◆
Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
株
式
会
社
開
所
式 

21
日

◆
青
年
部
春
季
研
修
会 

23
日

◆
新
農
業
人
研
修
終
了
証
書
授
与
式 

27
日

◆
豆
採
種
生
産
部
会
定
期
総
会 

31
日

4
月

◆
朝
会
／
新
規
採
用
辞
令
交
付 

3
日

◆
組
織
体
制
検
討
委
員
会 

3
日

◆
第
66
回
通
常
総
代
会 

5
日

◆
美
瑛
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会 

11
日

◆
農
業
技
術
実
証
展
示
圃
運
営
協
議
会
定
期
総
会 

11
日

◆
北
瑛
小
麦
の
丘
運
営
協
議
会
総
会 

13
日

◆
年
金
友
の
会
総
会 

14
日

◆
朝
会 

18
日

◆
共
済
決
起
大
会 

18
日

◆
模
擬
火
災
訓
練 

20
日

◆
美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団
定
期
総
会 

21
日

◆
美
瑛
町
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
協
議
会
総
会 

25
日

◆
エ
ゾ
シ
カ
被
害
防
止
対
策
連
絡
協
議
会
総
会 

25
日

◆
乳
牛
検
定
組
合
定
期
総
会 

27
日

◆
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
定
期
総
会 

27
日

5
月

◆
肥
料
選
定
会
議 

9
日

◆
新
農
業
人
激
励
の
集
い 

11
日

◆
美
瑛
牧
場
落
成
式 

12
日

◆
美
瑛
ト
マ
ト
美
瑛
町
へ
の
寄
贈
式 

15
日

◆
美
瑛
町
表
彰
審
議
会 

17
日

◆
豪
州
在
札
幌
領
事
館
／
商
務
官
打
合
せ 

17
日

◆
美
瑛
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト（
株
）ト
マ
ト
初
出
荷
神
事 

17
日

◆
美
瑛
町
土
地
開
発
審
議
会 

19
日

◆
美
瑛
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト（
株
）株
主
総
会 

26
日

◆
フ
ェ
ル
ム
ラ
テ
ー
ル
美
瑛
竣
工
式 

26
日

◆
美
瑛
通
運
株
主
総
会 

27
日

ＪＡびえい販売
株式会社開所式

新農業人研修修了
証書授与式

美瑛牛乳 10周年
記念式典

第 66回通常総代会

年金友の会定期総会

丘のまちびえい
ヘルシーマラソン

5



6

第1128号　平成30年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

◆
新
区
画
ダ
ム
通
水
式 

30
日

◆
森
林
組
合
通
常
総
会 

31
日

6
月

◆
第
27
回
理
事
会 

1
日

◆
施
行
委
員
会 

1
日

◆
獣
魂
祭 

2
日

◆
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
地
鎮
祭 

7
日

◆
豪
州
大
使
打
ち
合
わ
せ 

8
日

◆
美
瑛
町
農
業
所
得
税
対
策
協
議
会
定
期
総
会 

9
日

◆
ト
マ
ト
生
産
部
会
消
流
懇
談
会 

20
日

◆
旭
川
農
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ 

21
日

◆
馬
鈴
薯
生
産
部
会
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ィ 

23
日

◆
冷
凍
施
設
完
成
引
き
渡
し 

23
日

◆
組
織
再
編
検
討
委
員
会 

28
日

◆
馬
鈴
薯
収
穫
機
／
バ
リ
ト
ロ
ン
安
全
祈
願
祭 

30
日

◆
第
28
回
理
事
会 

30
日

◆
第
23
回
監
事
会 

30
日

7
月

◆
平
成
30
年
度
新
規
採
用
職
員
筆
記
試
験 

1
日

◆
農
家
経
済
対
策
特
別
委
員
会 

4
日

◆
馬
鈴
薯
生
産
部
会
消
流
懇
談
箇
会 

5
日

◆
組
織
活
動
交
流
会 

11
日

◆
施
行
委
員
会
（
穀
類
乾
燥
貯
蔵
施
設
復
旧
工
事
引
渡 

11
日

◆
業
務
委
員
会 

11
日

◆
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
／
同
安
全
祈
願
祭 

11
日

◆
白
金
模
範
牧
場
運
営
協
議
会
定
期
総
会 

14
日

◆
第
29
回
理
事
会 

21
日

◆
ジ
ェ
ネ
シ
ス
美
瑛
定
期
総
会 

22
日

8
月

◆
上
半
期
決
算
棚
卸 

1
日

◆
朝
会 

17
日

◆
Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売（
株
）取
締
役
会 

18
日

◆
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り　

 

19
日

◆
米
政
策
、
収
入
保
険
制
度
農
水
省
意
見
交
換
会 

21
日

◆
百
合
根
消
流
懇
談
会 

23
日

◆
第
30
回
理
事
会 

31
日

◆
美
瑛
選
果
取
締
役
会 

31
日

わくわく農感塾ライスセンター
安全祈願祭

組織活動交流会

ポテトハーベスタ収穫実演会

どかんと
農業まつり

あぐりスクール inびえい

6
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9
月

◆
農
家
経
済
対
策
特
別
委
員
会 

6
日

◆
美
瑛
町
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
定
期
総
会 

7
日

◆
組
織
検
討
委
員
会 

13
日

◆
美
瑛
町
開
拓
記
念
式
典 

15
日

◆
Ｊ
Ａ
び
え
い
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

26
日

◆
模
擬
火
災
訓
練 

27
日

◆
第
31
回
理
事
会 

29
日

10
月

◆
高
卒
採
用
筆
記
試
験 

3
日

◆
ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
認
定
商
品
認
定
証
授
与
式 

16
日

◆
村
上
牧
場
上
川
共
進
会
最
優
秀
受
賞
祝
賀
会 

19
日

◆
日
本
農
業
新
聞
推
進 

24
日

◆
議
会
所
管
事
務
調
査
／
穀
類 

27
日

11
月

◆
農
業
懇
談
会 

1
日

◆
第
32
回
理
事
会 

２
日

◆
消
防
設
備
点
検 

9
日

◆
中
学
生
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習 

16
日

◆
タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
生
激
励
会 

16
日

◆
農
協
法
公
布
記
念
朝
会　

 

17
日

◆
米
・
食
パ
ン
の
贈
呈
式　

 

17
日

◆
東
京
美
瑛
会
総
会　

 

18
日

◆
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム　

 

21
日

◆
青
年
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会 

29
日

◆
穀
類
施
設
終
了
式　

 

30
日

12
月

◆
第
44
回
集
落
代
表
者
研
修
会　

 

1
日

◆
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
―
竣
工
式　

 

7
日

◆
農
業
振
興
機
構
理
事
会　

 

8
日

◆
馬
鈴
薯
生
産
部
会
評
議
員
研
修
会 

11
日

◆
穀
類
施
設
運
営
協
議
会　

 

12
日

◆
人
事
評
価
委
員
会　

 

15
日

◆
青
年
部
冬
期
研
修
会　

 

19
日

◆
総
務
委
員
会　

 

20
日

◆
業
務
委
員
会　

 

22
日

◆
第
34
回
理
事
会　

 

26
日

◆
美
瑛
町
へ
鏡
餅
謹
呈　

 

28
日

獣魂碑移設
入魂祭

美瑛選果 10周年美瑛マル
シェ in有楽町

酪育ミルクアカデミー

農業懇談会

美瑛小
バイキング給食

パッケージセンター竣工式

青年部・フレッシュ
ミセス会交流会
スマニアとのテレビ
会議

7
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美
瑛
町
畑
作
物
の
主
幹
品
の
一
つ
の

小
麦
の
29
年
作
付
け
は
３
，
２
９
１
㌶

で
昨
年
比
48
㌶
増
と
作
付
け
依
存

度
は
年
々
高
ま
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。
春
小
麦
の
作
付
け
は
７
５
１

㌶
、
秋
小
麦
２
，
５
４
０
㌶
で
昨

年
比
72
㌶
の
増
反
と
な
り
小
麦
全

体
で
は
春
小
麦
か
ら
、
秋
小
麦
に

 

シ
フ
ト
す
る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
農
業
生
産
を
大
き
く

左
右
さ
せ
る
小
麦
は
確
実
に
収
穫

し
、
良
質
な
調
整
品
を
市
場
供
給

す
る
こ
と
と
連
動
し
て
生
産
者
経
済
に

結
び
付
け
る
た
め
に
は
単
位
収
量
を
確

美
瑛
産
小
麦
粉
空
を
飛
ぶ

　
好
評
、
も
ち
も
ち
感
の

　
　「
ゆ
め
ち
か
ら
、
き
た
ほ
な
み
」

オープンイベントで挨拶の熊谷組合長（上）現地
スタッフから試食のパン、サンドウィッチの提供

（中）技術の高い日本人職人が人気のパンづくり

保
す
る
こ
と
も
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
組
合
で
は
美
瑛
産
小
麦
の
付
加
価

値
ア
ッ
プ
に
製
パ
ン
適
性
の
高
い
「
ゆ

め
ち
か
ら
」
の
試
験
栽
培
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
美
瑛
産
小
麦
を

使
用
し
た
小
麦
の
商
品
化
に
向
け
て

は
、
美
瑛
選
果
を
始
め
千
歳
空
港
店
、

東
京
有
楽
町
店
の
運
営
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
を
当
Ｊ
Ａ
と
行
い
、
販
売
戦
略

も
行
っ
て
き
た
（
株
）
ル
・
ス
テ
ィ

ル
及
び
（
株
）
美
瑛
フ
ァ
ー
ム
の
代

表
取
締
役
西
川
隆
博
氏
と
と
も
に
連

携
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
食
の
都
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
」
に
食
パ
ン
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
専

門
店
「
キ
ャ
レ　

パ
ン
・
ド
・
ミ
」
を

新
規
に
開
店
。
熊
谷
組
合
長
他
Ｊ
Ａ
関

係
者
が
11
月
７
日
こ
の
開
店
に
合

わ
せ
同
店
を
訪
れ
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。
こ
の
店
は
「
き
た
ほ

な
み
・
ゆ
め
ち
か
ら
」
を
使
用
し

た
美
瑛
産
小
麦
粉
を
原
料
に
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
美
瑛
小
麦
使
用
品

種
が
特
徴
の
、
も
ち
も
ち
と
し
た

食
感
に
仕
上
が
り
、
独
特
の
食
感

が
評
判
を
呼
び
人
気
の
店
と
な
っ

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
熊
谷
組
合
長
は
「
美
瑛
は
美
し

い
丘
が
農
業
を
育
ん
で
い
る
。
安

全
で
安
心
な
美
瑛
小
麦
を
食
し
て
頂
き

た
い
。
産
地
と
し
て
も
小
麦
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。

　

パ
リ
に
オ
ー
プ
ン
の
こ
の
店
は
四
角

な
食
パ
ン
と
ト
ー
ス
ト
に
嗜
好
さ
れ
る

山
型
の
２
種
類
を
販
売
。
西
川
社
長
の

こ
だ
わ
り
も
あ
っ
て
、
信
頼
の
高
い
日

本
人
の
パ
ン
職
人
を
現
地
に
派
遣
。
今

の
と
こ
ろ
１
日
１
０
０
本
が
限
度
で

あ
る
も
の
の
職
人
が
多
く
な
れ
ば
日

量
５
０
０
本
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
西
川
社
長
は
美
瑛
産
の
小
麦
粉

に
つ
い
て
「
美
瑛
町
の
小
麦
生
産
者

が
高
た
ん
ぱ
く
の
、
ゆ
め
ち
か
ら
を

つ
く
る
技
術
が
フ
ラ
ン
ス
で
人
気
の

パ
ン
を
つ
く
る
原
点
に
な
っ
て
い

る
」
と
断
言
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
は
美
し
い
村
と
の
関
連
も
あ
り
店

内
に
は
浜
田
町
長
か
ら
贈
ら
れ
た
写

真
集
が
置
か
れ
関
心
を
集
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
美
瑛
産
小
麦
粉
が
空

を
飛
び
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
「
巴
里
っ

子
」
の
食
通
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

で
美
瑛
産
小
麦
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
前
進

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

フランスパンの本場で
食パン人気

人気の原点、
高たんぱく小麦生産技術

写真撮影マナ―向上の手立て
町映像協会が設立されました

　美瑛町の四季折々の景観は、国内は
もとより世界的にもその名が知れるよ
うになり観光入込の大きな原動力にな
っています。反面、農村景観の主役で
もある農地への無断立ち入りによる作
物の踏圧、病気持込みの恐れなど農業
者から苦情が寄せられているのも現状
です。特に外国人によるマナーを守る
啓発も決定的な解決策にならない状況
から、行政、農業者とも頭痛のタネと
なっています。農地保全に向け写真・
映像の撮影マナーやルールを定めて普
及する「Ｎ PO 町映像協会」が 12 月
21 日に設立されました。同会の事業
としてはマナー向上に係るもののほか
撮影スポットの整備に係る事業が計画
され総予算 12,500 千円の範囲で事業
が進められます。 
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　株式会社は利益がないことはしません。農協
は協同組合なのでやらなければなりません。国
家全体の安全保障あるいは地域の暮らしを守る
ために、各種サービスを提供する役割を農協は
担っているのです。もう一つが食料安全保障で
すが、農業には２種類あって、国民の胃袋を満
たすための国民農業とお金目的の商業農業。食
料安全保障を語るうえで、国家が国民農業を守
ることは当たり前のことなんです。ところが、
国民農業をぶち壊し、儲かる商業農業へ転換し
ている馬鹿な国、それが日本です。農協改革、
ＴＰＰ、種子法廃止とすべて日本の食料安全保
障をぶち壊す政策で、国民も賛成しているのが
実態です。
　そもそも、政府は目的を勘違いしていまして、
政府の目的は利益ではなく、世をおさめ民を救
うという経世済民、平たく言うと国民を豊かに
するための政治をすることなのです。安倍政権
はデフレ脱却をめざして発足した政権で、それ
こそが使命という感があります。所得の縮小と
物価の下落が悪循環して進行していくことをデ
フレーションといいます。
　人口減少ですが、世界には日本を上回る勢い
で人口が減少している国が 18 力国あります。ジ
ョージアの人口減少ペースは毎年 1.3％、バルト
三国のラトビアは 1.1％です。
　日本の人口減少率は 0.2％とわずかです。しか
し人口減少国の中でデフレなのは、日本だけな
のです。経済成長できていないのは、デフレの
せいではなく、本来の供給能力に対し総需要が
少ない、この差をデフレギャップといいますが、
日本国内で米の生産量 1000 万トンに対し需要
は 600 万㌧と 400 万㌧の需要不足というデフ
レギャップが生じますが、このギャップを埋め
ることができる存在は政府しかないのです。政
府が消費もしくは公共投資でギャップを埋める、
これがデフレ対策です。（三橋貴明氏講演から /
次号へ）

～経済通が視る農業、農協（その②）～

農協改革、TPP、種子法は
食料安保を壊す政策

　

道
農
協
畑
作
・
青
果
対
策
本
部
は
12
月
８
日
、
本
部
委
員
会
を
開

き
、
平
成
30
年
産
畑
作
物
作
付
け
指
標
面
積
を
設
定
し
、
地
区
配
分

し
た
。
30
年
産
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
①
輪
作
体
系
の
確
立
②
需

要
動
向
を
踏
ま
え
た
生
産
③
各
種
農
業
制
度
の
堅
持
の
３
つ
の
観
点

か
ら
、
意
向
面
積
も
加
味
し
て
設
定
し
て
お
り
、
品
目
別
で
は
、
麦

が
12
万
６
０
９
㌶
（
前
年
指
標
対
比
４
１
５
㌶
減
）、
豆
は
６
万
８
，

６
０
５
㌶
（
１
８
５
㌶
増
）、
馬
鈴
し
ょ
は
５
万
６
，２
０
３
㌶
（
同

２
２
９
㌶
増
）、
て
ん
菜
は
前
年
と
同
じ
６
万
６
，０
０
０
㌶
で
、
畑

作
４
品
合
計
で
は
前
年

指
標
並
み
の
31
万
１
，

４
１
７
㌶
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
指
標
面
積
と
意
向
面
積
と
の
開
き
が
大
き
い
の
は
小
豆
、

菜
豆
、
で
ん
粉
原
料
用
馬
鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
意

向
が
指
標
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
麦
の
う
ち
、
秋
ま
き
小
麦
は

実
面
積
、
春
ま
き
小
麦
は
意
向
面
積
で
設
定
。
小
麦
全
体
で
は
前
年

実
績
に
比
べ
る
と
７
７
１
㌶
増
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
麦
は
意

向
面
積
の
１
，５
６
１
㌶
（
前
年
実
績
比 

１
５
９
㌶
減
）
で
設
定
し
た
。

豆
類
の
う
ち
、
小
豆
類
は
安
定
し
た
需
要
が
見
込
ま
れ
、
前
年
か
ら

の
繰
り
越
し
数
量
も
減
少
す
る
見
込
み
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
標
面

積
は
前
年
指
標
を
２
，０
０
０
㌶
上
回
る
２
万
２
，０
０
０
㌶
と
設
定
。

た
だ
し
、
意
向
面
積
は
前
年
実
績
か
ら
横
ば
い
の
１
万
７
，０
７
８

㌶
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
指
標
に
比
べ
る
と
４
，９
２
２
㌶
下
回
っ

て
い
る
。
菜
豆
は
前
年
指
標
を
１
７
０
㌶
下
回
る
８
，９
３
０
㌶
で

設
定
し
た
も
の
の
、
こ
れ
も
意
向
面
積
は
前
年
実
績
か
ら
横
ば
い
の

６
，４
５
２
㌶
で
、
金
時
を
は
じ
め
各
品
目
で
指
標
を
下
回
っ
て
い
る
。

一
方
、
え
ん
ど
う
と
黒
大
豆
は
需
給
環
境
を
鑑
み
、
意
向
を
下
回
る

指
標
面
積
に
設
定
。
大
豆
に
つ
い
て
は
意
向
面
積
で
の
設
定
と
し
た

が
、
前
年
実
績
に
比
べ
る
と
１
，７
３
９
㌶

下
回
っ
て
い
る
。
な
お
、
意
向
面
積
と
前

年
実
績
を
比
較
す
る
と
、
豆
類
の
中
で
は

ほ
ぼ
大
豆
の
意
向
面
積
だ
け
が
減
少
し
た
格
好
と
な
っ
て
お
り
、
小

豆
な
ど
需
給
環
境
が
改
善
に
向
っ
て
い
る
品
目
に
、
今
後
ど
の
程
度

作
付
け
が
シ
フ
ト
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
馬
鈴
し
ょ
の
う
ち
、

生
食
・
加
工
・
種
子
用
は
意
向
面
積
を
基
本
と
し
た
設
定
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
実
績
に
比
べ
る
と
い
ず
れ
も
微
減
。
て
ん
菜
は
、
指
標

面
積
６
万
６
，０
０
０
㌶
と
併
せ
て
、
意
向
面
積
に
基
づ
く
実
践
指

標
を
５
万
８
，３
７
６
㌶
と
設
定
。
前
年
実
績
に
比
べ
る
と
微
増
と

な
っ
て
い
る
。

麦
は
面
積
減
、
豆
類
は
増
反
に

30年産畑作物作付けのめやす
畑作物作付け指標地区配分に
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大雪地区
農業改良 普及センター大雪地区
農業改良 普及センター

EINOU     GUIDE

　

農
林
水
産
省
が
12
月
５
日
に
発

表
し
た
道
内
の
水
稲
作
況
指
数
は
、

１
０
３
の
「
や
や
良
」（
上
川
は

１
０
２
）
と
な
り
ま
し
た
。
平
年
を

上
回
る
の
は
７
年
連
続
で
す
。

美
瑛
町
の
収

量
は
「
平
年

並
～
や
や
良
」

で
あ
り
、
穂
数
は
少
な
い
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
が
屑
米
は
少
な
く
収

量
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
品
質
は
、

タ
ン
パ
ク
は
低
く
（
６
・
８
％
以
下

平
成
29
年
の
水
稲
を
ふ
り
か
え
っ
て

出
荷
量
36
％
）「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の

白
未
熟
粒
の
発
生
は
少
な
い
傾
向
で

し
た
。
歩
留
ま
り
品
質
共
に
昨
年
と

は
異
な
る
傾
向
で
し
た
。
一
方
、
生

育
の
遅
い
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
は
、

青
米
の
混
入

が
目
立
つ
ほ

場
が
み
ら
れ

品
質
は
低
下
す
る
傾
向
で
し
た
（
粒

厚
が
厚
く
、
９
月
中
旬
以
降
気
温
低

下
で
登
熟
緩
慢
の
た
め
）。

営農ガイド
１　

平
成
29
年
の
生
育
の
概
要
（
表
１
）

　

融
雪
期
は
、
平
年
よ
り
２
日
早
く
、
昨
年
同

様
に
ほ
場
の
乾
き
は
良
好
で
し
た
。

　

は
種
期
は
平
年
並
、
４
月
中
旬
の
曇
天
に
よ

り
、
出
芽
に
時
間
が
か
か
る
傾
向
で
し
た
。
４

月
18
日
の
強
風
害
で
は
、
ハ
ウ
ス
損
壊
や
苗
被

害
が
み
ら
れ
ま
し
た
（
瞬
間
最
大
風
速
29
ｍ
／

ｓ
）。

　

５
月
上
旬
の
気
温
は
や
や
高
く
、
４
月
の
遅

れ
を
取
り
戻
し
、
５
月
15
日
の
生
育
調
査
で
は

平
年
並
、
そ
の
後
の
気
温
は
高
く
推
移
し
、
移

植
時
の
苗
質
は
、
徒
長
・
老
化
苗
傾
向
と
な
り

ま
し
た
。 

活
着
は
良
好
で
、
６
月
１
日
の
生

育
調
査
で
は
１
日
早
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
は
断
続
的
な
低
温
日
照
不
足
に
よ
り
生

育
は
停
滞
、
分
げ
つ
始
は
１
日
遅
れ
、
６
月
15

日
の
生
育
調
査
で
は
２
日
遅
れ
、
幼
穂
形
成
期

は
１
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
茎
数
確
保
が
困
難
な
ほ
場
も
み
ら

れ
た
も
の
の
、
作
況
ほ
に
お
い
て
は
影
響
が
な

く
、
７
月
１
日
に
は
平
年
対
比
１
１
４
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

７
月
は
高
温
多
照
で
経
過
し
ま
し
た
が
、
最

終
葉
数
が
多
く
出
穂
に
時
間
が
か
か
り
出
穂
期

は
７
月
26
日
と
１
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
穂
開
花
時
期
も
好
天
で
経
過
し
ま
し
た
が
、

８
月
３
，
６
半
旬
の
低
温
に
よ
り
、
８
月
15
日

で
２
日
遅
れ
、
９
月
１
日
で
３
日
遅
れ
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
９
月
３
半
旬
の
低
温
に
よ
り
、
成

熟
期
は
９
月
15
日
と
４
日
遅
れ
、
収
穫
期
は
４

日
遅
れ
、
収
穫
終
は
６
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
18
日
に
は
強
風
に
よ
り
倒
伏
し
た
ほ
場
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
熟
期
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素
及
び
収
量

は
、
平
年
を
上
回
り
ま
し
た
（
表
２
）。

２　

次
年
度
に
向
け
て

（
１
）
気
象
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
米
作
り

　

こ
こ
数
年
は
、
５
月
上
中
旬
は
気
温
が
高
く

（
老
化
苗
）、
６
月
は
低
温
日
照
不
足
（
初
期
生

育
不
良
）、８
月
中
旬
以
降
は
低
温（
登
熟
不
良
）

と
な
る
な
ど
同
様
の
天
候
周
期
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。　

　

ど
の
よ
う
な
天
候
下
に
お
い
て
も
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
今
一
度
基
本
技

表 1　作業期節　及び　生育期節   
＜作業期節　：　大雪地区（３町）＞

項目 は種始 は種期 は種終 移植始 移植期 移植終 収穫始 収穫期 収穫終

本年 4月13日 4月17日 4月23日 5月17日 5月21日 5月27日 9月16日 9月24日 10月5日

平年 4月13日 4月17日 4月22日 5月19日 5月23日 5月27日 9月13日 9月20日 9月29日

差 0 0 遅1 早2 早2 0 遅3 遅4 遅6

＜生育期節　：　大雪地区（３町）　成苗ななつぼし＞

項目 出芽期 活着期 分げつ始 幼穂形成期 止葉期 出穂始 出穂期 出穂揃 成熟期

本年 4月24日 5月27日 6月6日 6月27日 7月15日 7月22日 7月26日 7月31日 9月15日

平年 4月23日 5月27日 6月5日 6月26日 7月15日 7月21日 7月25日 7月30日 9月11日

差 遅1 0 遅1 遅1 0 遅1 遅1 遅1 遅4

表 2　大雪地区作況ほ　収量構成要素及び収量

成苗ななつぼし 平成 29 年 平年 対比（％）

㎡当穂数（本） 650 604 107

一穂籾数（粒） 56.8 53.7 106

㎡当総籾数（粒） 36,861 32,485 113

稔実歩合（％） 97.7 94.9 103

㎡当稔実籾数（粒） 36,006 30,842 117

千粒量（ｇ） 22.9 22.7 101

登熱歩合（％） 78.0 88.4 88

精玄米重（kg/10a）
（篩い目 1.9mm） 657 647 102

※籾数が多く、収穫は勝った。
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術
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

育
苗
日
数
は
30
日
以
内
を
目
標
に

育
苗
中
後
期
が
高
温
に
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、

成
苗
ポ
ッ
ト
で
は
「
老
化
苗
」
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
老
化
苗
は
、
分
げ
つ
不
足
や
穂
揃

性
悪
化
の
主
要
因
で
す
（
特
に
、な
な
つ
ぼ
し
）。

温
度
管
理
に
注
意
し
、
育
苗
日
数
の
適
正
化
に

努
め
ま
し
ょ
う
（
30
日
で
４
葉
確
保
は
可
能
）。

初
期
生
育
確
保

　
「
早
植
（
適
期
内
の
）」、「
深
植
に
し
な
い
」、

「
深
水
に
し
な
い
」「
側
条
施
肥
」
は
初
期
生
育

確
保
に
有
効
で
す
。

生
育
を
早
め
る

　

同
じ
く
「
早
植
（
適
期
内
の
）」「
初
期
生
育

確
保
」
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
土
壌
に
あ
わ
せ

た
適
正
な
施
肥
量
で
ム
リ
な
く
作
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

不
稔
防
止
対
策

　

豊
作
が
続
き
、
冷
害
対
策
へ
の
意
識
が
薄
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
畦
塗
り
な
ど
に
よ
る
「
畦
高

の
確
保
（
30
～
40
㎝
）」
と
「
適
正
施
肥
（
多

窒
素
は
不
稔
を
高
め
る
た
め
注
意
）」
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
ウ
ン
カ
の
発
生
に
注
意

　

バ
ズ
顆
粒
水
和
剤
の
普
及
と
本
田
防
除
回
数

の
減
少
に
よ
り
、
田
ん
ぼ
内
で
少
し
ず
つ
ウ
ン

カ
の
発
生
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ン
カ
（
ヒ
メ
ト
ビ
）
は
畦
で
越
冬
し
ま
す
。

密
度
を
高
め
な
い
よ
う
に
、
ウ
ン
カ
に
有
効
な

剤
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
紋
枯
病
・
疑
似
紋
枯
病
発
生
に
注
意

　

近
年
、
夏
期
の
平
均
気
温
上
昇
に
よ
り
、
紋

枯
病
や
疑
似
紋
枯
病
の
発
生
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
菌
核
を
残
す

こ
と
か
ら
、
夏
期
の
好
適
環
境
が
続
く
と
年
々

密
度
は
高
ま
り
ま
す
。

防
除
が
必
要
な
ほ
場
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、

ほ
場
を
良
く
観
察
し
、
発
生
動
向
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

株
元
か
ら
感
染
し
、
次
第
に
上
位
へ
進
展
す

る
の
で
重
症
株
で
は
収
穫
期
に
は
節
か
ら
折
れ
、

止
葉
が
枯
れ
上
が
り
収
量
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

（
４
）
ケ
イ
酸
資
材
施
用
に
つ
い
て

　

目
に
見
え
た
効
果
が
実
感
出
来
な
い
こ
と
か

ら
低
米
価
環
境
下
で
は
、
施
用
を
控
え
る
ほ
場

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ケ
イ
酸
資
材
に
は
ケ
イ
酸
分
の
ほ
か
、
複
数

の
微
量
要
素
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
平
成
29
年

は
微
量
要
素
欠
乏
と
思
わ
れ
る
ほ
場
が
目
立
つ

傾
向
で
し
た
）。

　

需
給
調
整
に
よ
り
米
価
も
持
ち
直
し
つ
つ
あ

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
施
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

（
毎
年
最
低
80
㎏
／
10
ａ
以
上
）。

（
５
）
育
苗
時
の
か
ん
水
不
足
に
つ
い
て

　

成
苗
ポ
ッ
ト
で
は
、
出
芽
揃
後
の
か
ん
水
不

足
に
よ
り
出
芽
率
が
低
下
す
る
事
例
が
み
ら
れ

ま
す
。
置
床
吸
水
を
始
め
る
ま
で
は
、
水
分
不

足
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

野　菜
　

平
成
29
年
は
、
融
雪
が
平
年
よ
り
も
4
日
早
ま
り
ま
し
た
。
4
月
中
旬

は
曇
天
で
し
た
が
、
5
月
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
気
温
が
高
く
推
移
し
ま
し

た
。
6
月
は
低
温
で
曇
天
日
が
多
く
な
り
、
各
作
物
の
生
育
遅
れ
の
要
因

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
７
月
は
気
温
が
高
く
推
移
し
た
た
め
、
生
育

の
回
復
に
繋
が
り
ま
し
た
。
8
月
以
降
の
気
温
は
平
年
よ
り
低
く
推
移
し
、

8
月
中
旬
と
9
月
中
旬
は
曇
天
の
傾
向
と
な
り
、
農
作
物
の
管
理
に
苦
労

し
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

果
菜
類

１　

ト
マ
ト

①
促
成
・
半
促
成
作
型

　

４
月
下
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
の
好
天
に
よ

り
着
果
・
肥
大
は
順
調
で
、
共
選
は
例
年
よ
り

早
い
５
月
15
日
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
５
月

は
気
温
が
高
く
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
、
果
実

の
肥
大
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
や
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
果
実
へ
の
転
流
が
遅
く
な
り
、
尻
腐
れ
果

が
低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
７
月
上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
、
30
℃
を
超
え
る
日
が
続
き
、

花
落
ち
が
見
ら
れ
た
と
と
も
に
軟
化
玉
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②
抑
制
作
型

　

５
月
21
日
以
降
の
定
植
と
な
る
抑
制
作
型
は
、

促
成
・
半
促
成
栽
培
同
様
に
低
段
位
で
尻
腐
れ

果
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
年
と
同
様
に
気
温
や
日
照
時
間
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
の
出
荷
量
は
前

年
対
比
約
１
０
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

③
病
害
虫

　

病
害
は
、
６
月
と
8
月
中
旬
以
降
の
低
温
と

曇
天
に
よ
り
、
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
害
虫
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生

が
昨
年
と
同
様
、
６
～
７
月
に
多
く
見
ら
れ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
に
よ
る
白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実

が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

２　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）

　

は
種
作
業
は
例
年
よ
り
も
早
く（
5
月
中
旬
）

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
芽
は
順
調
で
し
た
が
、
6

月
の
低
温
と
曇
天
に
よ
り
生
育
は
遅
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
7
月
上
旬
か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し

た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
が
回
復
し
、
収
穫
は
平

年
並
み
の
8
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
雌
穂
は
、
細
身
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
や

や
劣
り
、
ま
た
先
端
不
稔
が
若
干
見
ら
れ
ま
し

た
。

３　

さ
や
い
ん
げ
ん

　

は
種
時
期
は
前
年
並
み
の
5
月
20
日
頃
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
芽
後
の
育
成
は
、
6
月
の
低
温
、
曇
天
に

よ
り
、
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
7
月
上
旬
以

降
、
天
候
回
復
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
開
花
時

期
が
7
月
上
旬
以
降
ま
で
遅
れ
た
た
め
、
収
穫

時
期
は
平
年
よ
り
遅
く
、
7
月
27
日
頃
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
で
例
年
発
生
の
見
ら
れ
る
タ
ネ
バ
エ

の
被
害
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
着
莢
数
は
平
年
並
み
と
な
り
ま

し
た
。

葉
茎
菜
類

１　

ゆ
り
ね

　

4
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
初
期
生
育
は

順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
6
月
の
低

温
と
曇
天
、
8
月
上
旬
～
中
旬
は
少
雨
で
経
過

し
、
相
対
的
に
前
年
よ
り
り
ん
茎
の
肥
大
は
順

調
に
経
過
し
ま
し
た
。

　

目
立
っ
た
病
害
虫
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
葉
先
枯
れ
が
一
部
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鱗
茎
さ
び
症
、
あ
ん
こ
症
の
発
生
が
例

年
よ
り
少
な
い
も
の
の
見
ら
れ
ま
し
た
。
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２　

た
ま
ね
ぎ

　

融
雪
が
早
く
、
直
播
と
移
植
は
早
い
ほ
場
で

4
月
下
旬
か
ら
ほ
場
条
件
が
良
好
な
中
で
作
業

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
直
播
は
比
較
的
順
調
に

出
芽
期
を
迎
え
ま
し
た
。
生
育
は
6
月
の
低
温

の
影
響
を
受
け
、
生
育
が
若
干
遅
れ
た
も
の
の

球
肥
大
は
良
好
で
し
た
。
倒
伏
期
の
平
均
は
、

移
植
で
7
月
下
旬
と
平
年
よ
り
や
や
早
く
、
直

播
も
同
様
に
早
ま
り
8
月
中
旬
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
肥
大
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
根

切
り
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
移
植
で
9
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
直
播
は
9
月
中
旬
か
ら
の
長
雨
の
影

響
も
あ
り
、
9
月
下
旬
頃
か
ら
の
収
穫
と
な
り

ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
地
域
に
よ
っ
て
、
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ

バ
エ
の
被
害
が
見
ら
れ
、
移
植
で
は
一
部
で
軟

腐
病
と
乾
腐
病
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

　

融
雪
後
、
4
月
下
旬
～
5
月
の
好
天
に
よ
り

収
穫
は
5
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
6
月
上
旬
の
低
温
に
よ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン

の
発
生
や
強
風
に
よ
る
曲
が
り
が
一
部
で
あ
り

ま
し
た
。
収
穫
は
6
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
低
温
の
影
響
も
あ
り
、
前
年
よ
り
収
穫

量
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
、
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ
れ
、
9
月

頃
に
は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
食
害
が
や
や
多
く
な
り
ま

し
た
。
斑
点
病
の
発
生
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。

２　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と
と
、
4
月
下
旬
～
5

月
の
好
天
に
よ
り
、
ほ
場
条
件
が
良
好
な
た
め
、

定
植
時
期
は
例
年
よ
り
早
く
進
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
6
月
の
低
温
に
よ
る
生
育
の
遅
れ

と
と
も
に
早
出
し
作
型
で
は
、
不
整
形
花
蕾
の

発
生
が
若
干
見
ら
れ
ま
し
た
。
7
月
上
旬
以
降

天
候
が
回
復
し
た
こ
と
も
あ
り
、
花
蕾
腐
敗
病
、

軟
腐
病
の
発
生
は
少
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

害
虫
で
は
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発
生
量
は
多
く
、

コ
ナ
ガ
の
発
生
量
は
若
干
多
い
状
況
で
し
た
。

　

１　

秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
雪
腐
病
等
に
よ
る
冬
損

　

平
成
28
年
は
、
秋
の
長
雨
と
と
も
に
、
10
月

下
旬
か
ら
の
降
雪
も
あ
り
、
平
年
よ
り
も
20
日

以
上
も
早
い
根
雪
と
な
り
ま
し
た
。
積
雪
期
間

畑　作
　

平
成
29
年
産
の
小
麦
は
、
多
収
年
だ
っ
た
平
成
27
年
、
28
年
産
と
比
較

す
る
と
、
細
麦
傾
向
に
よ
り
、
低
下
し
ま
し
た
が
、
平
年
に
近
い
収
量
と

な
り
ま
し
た
。
他
の
畑
作
物
で
は
相
対
的
に
多
収
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
豊

作
基
調
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、作
柄
が
良
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

輪
作
や
土
壌
養
分
の
適
正
化
、
有
機
物
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
、
排
水
対

策
の
実
施
な
ど
、
安
定
生
産
に
は
基
本
技
術
は
重
要
で
す
。
冬
期
間
の
う

ち
に
、
次
年
度
に
向
け
た
課
題
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

が
長
期
化
し
た
こ
と
（
表
１
）、
雪
腐
病
防
除

の
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
雪
腐
病

等
の
冬
損
に
よ
る
転
作
は
１
２
０
ha
を
超
え
る

面
積
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
薬
剤
防
除
の
効

果
を
再
認
識
し
た
年
次
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
） 

越
冬
後
の
生
育
経
過

   

融
雪
期
が
平
年
よ
り
も
２
日
早
く
、
起
生
期

は
５
日
早
ま
り
ま
し
た
。
起
生
期
以
降
、
４
月

の
気
温
は
平
年
並
、
５
月
は
下
旬
ま
で
高
く
推

移
し
た
こ
と
も
あ
り
、
幼
穂
形
成
期
は
４
日
、

止
葉
期
は
５
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
６
月
の
低

温
に
よ
り
生
育
は
停
滞
し
、
ほ
場
間
で
出
穂
の

バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
、
出
穂
期
、
乳
熟
期
は
平

年
並
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
は
気
温
が
高
く
推

移
し
ま
し
た
が
、
下
旬
が
天
候
不
順
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、成
熟
期
は
平
年
並
で
し
た
（
表
２
）。

   

生
育
が
早
め
に
経
過
し
た
た
め
、
草
丈
・
稈

長
は
長
く
な
り
ま
し
た
。
雪
腐
病
の
被
害
が
多

い
ほ
場
で
は
茎
数
不
足
と
な
り
ま
し
た
が
、
被

害
が
少
な
い
ほ
場
で
は
、
穂
数
は
確
保
で
き
ま

し
た
（
次
頁
図
１
）。

（
３
） 
病
害
虫
の
発
生
状
況

   

眼
紋
病
は
、
連
作
圃
場
で
ス
ポ
ッ
ト
的
な
発

生
に
よ
る
倒
伏
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
発
生
量

は
少
な
く
、
う
ど
ん
こ
病
は
追
肥
窒
素
量
が
多

い
ほ
場
で
、
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
赤
さ
び
病
の

発
生
は
無
く
、
赤
か
び
病
は
少
発
生
と
な
り
ま

し
た
。

（
４
） 

作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

   

「
き
た
ほ
な
み
」
は
穂
数
が
少
な
い
状
況
で

も
多
収
を
望
め
る
品
種
で
あ
る
こ
と
、
起
生
期

追
肥
の
肥
効
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
出
穂
期
ま
で

の
生
育
日
数
が
長
く
、
穂
数
が
確
保
で
き
た
こ

と
、
千
粒
重
も
平
年
並
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

平
年
並
の
収
量
と
な
り
ま
し
た
（
表
３
）。

表 1　美瑛町における根雪始・融雪期の平年差

項目 根雪始 融雪期 根雪期間

Ｈ 29 11 月 3 日 4 月 7 日 155

平年 11 月 27 日 4 月 9 日 133

平年差 24 日早い 2 日早い 22 日長い

表 2　秋まき小麦の生育期節・農作業期

項目
生育期節 農作業期

起生期 幼穂形成期 止葉期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終
Ｈ29 4月15日 5月7日 5月27日 7月20日 7月24日 7月27日 8月2日
平年 4月20日 5月11日 6月1日 7月20日 7月23日 7月26日 8月1日
遅速 5日早 4日早 5日早 ±0 1日遅 1日遅 1日遅

表 3　秋まき小麦（きたほなみ）の収量構成要素（美瑛町作況）

項目
㎡当り １穂粒数 千粒重 子実重 歩留※

穂数（本） ( 粒 / 穂 ) (g) (kg/10a) （％）
本年 606 27.8 41.9 705 90 
平年 566 30.9 40.4 706 89 

平年比 (%) 107 90 104 100 101 
※１穂粒数・千粒重は 2.3mm 綱上、歩留は、ＪＡ実績を引用
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２　

春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
４
）

　

融
雪
期
が
早
ま
り
、
早
い
ほ
場
で
は
４
月
10

日
前
後
に
、
は
種
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中

旬
に
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
が
、
は
種
期
は
平
年

よ
り
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
１
半
旬
の
気
温
が
高
く
な
っ
た
た
め
、

　図１　秋まき小麦の生育経過　　　　　　　図２　春まき小麦の生育経過

出
芽
揃
が
良
く
、
出
芽
期
は
平
年
よ
り
５
日
早

く
な
り
ま
し
た
。
５
月
は
気
温
が
高
く
推
移
し
、

平
年
を
上
回
る
生
育
で
し
た
。
６
月
の
低
温
に

よ
り
生
育
は
緩
慢
と
な
り
、
止
葉
期
・
出
穂
期

は
平
年
並
、
７
月
か
ら
の
高
温
に
よ
り
、
登
熟

が
進
み
成
熟
期
は
平
年
よ
り
２
日
早
ま
り
ま
し

た
。

　

生
育
が
平
年
よ
り
早
か
っ
た
た
め
、
草
丈
・

稈
長
は
平
年
よ
り
長
く
、
茎
数
穂
数
は
多
く
な

り
、
７
月
16
、
22
日
の
風
雨
に
よ
り
、
倒
伏
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
（
図
2
）。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

う
ど
ん
こ
病
は
こ
こ
数
年
同
様
、
出
穂
前
か

ら
の
発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
赤
か
び
病
は
出

穂
後
の
多
湿
条
件
に
よ
り
ほ
場
内
で
散
見
さ
れ

ま
し
た
が
、
被
害
に
至
る
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
害
虫
に
よ
る
被
害
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
３
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

穂
数
が
多
く
、
倒
伏
も
目
立
っ
た
こ
と
、
７

月
か
ら
の
高
温
で
、
登
熟
期
間
が
短
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
細
麦
傾
向
と
な
り
製
品
収
量

は
低
く
な
り
ま
し
た(

表
５)

。

表 4　春まき小麦の生育期節・農作業期 

項目
農作業期 生育期節 農作業期

は種始 は種期 は種終 出芽期 止葉期 出穂期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終

Ｈ29 4月17日 4月21日 5月2日 5月3日 6月12日 6月21日 7月20日 8月5日 8月7日 8月10日

平年 4月21日 4月25日 4月29日 5月8日 6月12日 6月21日 7月20日 8月4日 8月8日 8月12日

遅速 4日早 4日早 3日遅 5日早 ±0 ±0 ±0 1日遅 1日早 2日早

表 5　春まき小麦の収量構成要素（美瑛町作況）

項目
登熟期間※ ㎡当り １穂粒数※ 千粒重※ 子実重 歩留

（日間） 穂数（本） ( 粒 / 穂 ) (g) (kg/10a) （％）

Ｈ 29 42 667 17.9 39.5 473 87

平年 44 578 23.0 40.3 535 84

平年比 (%) 95 115 78 98 88 104

※登熟期間は出穂期から成熟期までの期間
※１穂粒数・千粒重は 2.3mm の網上より
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３　

小
豆
（
き
た
の
お
と
め
・
し
ゅ
ま
り
）

（
１
）
生
育
の
経
過

  
５
月
は
少
雨
で
経
過
し
、
は
種
作
業
は
５
月

20
～
25
日
の
短
期
間
で
進
め
ら
れ
、
は
種
期
は
、

概
ね
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
出
芽
期
は
平
年

並
で
し
た
が
、
６
月
の
低
温
に
よ
り
生
育
は
緩

慢
と
な
り
、
草
丈
・
葉
数
は
平
年
を
下
回
る
状

況
で
し
た
。
し
か
し
、
７
月
か
ら
の
高
温
に
よ

り
、
開
花
期
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
開
花

後
は
、
気
温
が
高
く
、
草
丈
が
短
期
間
で
徒
長

し
、８
月
中
旬
に
は
平
年
を
上
回
り
ま
し
た（
図

３
）。
８
月
末
～
９
月
初
旬
の
低
温
に
よ
り
登

熟
期
間
が
長
く
な
っ
た
た
め
成
熟
期
は
３
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　

着
莢
数
は
、
８
月
15
日
現
在
で
は
、
平
年
よ

り
多
い
状
況
で
し
た
が
、
８
月
中
旬
ま
で
の
生

育
が
急
激
に
生
長
し
た
こ
と
で
、
着
莢
数
は
平

年
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
（
図
４
）。

（
２
） 

病
害
虫
の
発
生
状
況

　

６
月
下
旬
に
降
水
量
が
多
く
、
粘
質
土
壌
や

平
坦
な
く
ぼ
地
で
は
、
過
湿
状
態
と
な
り
、「
水

や
け
症
状
」
に
よ
る
黄
化
や
茎
疫
病
が
散
見
さ

れ
、
耐
病
性
の
な
い
品
種
で
は
落
葉
病
が
見
ら

れ
ま
し
た
。　

　

灰
色
か
び
病
は
例
年
に
比
べ
少
な
く
、
害
虫

の
発
生
も
少
な
い
状
況
で
し
た
。

（
３
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

着
莢
数
は
平
年
の
77
％
と
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
小
豆
の
結
莢
率
（
開
花
数
の
う
ち
莢
に

な
る
割
合
）
は
、
40
～
50
％
で
す
。
開
花
後
も

伸
長
し
、
最
大
に
達
す
る
の
は
開
花
始
後
20
日

前
後
と
な
り
ま
す
が
、
８
月
１
日
か
ら
の
２
週

間
で
生
育
が
旺
盛
に
な
っ
た
た
め
、
養
分
競
合

に
よ
り
着
莢
数
が
減
少
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
一
莢
内
粒
数
は
平
年
の
１
１
４
％
と
多
く
、

登
熟
期
間
が
３
日
程
長
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

百
粒
重
は
重
く
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。
こ
の

た
め
、
子
実
重
は
平
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

熟
莢
が
早
く
か
ら
着
生
す
る
と
、
濃
赤
粒
（
色

の
濃
い
粒
）
と
な
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
成
熟

が
揃
い
、
色
ム
ラ
が
少
な
く
、
品
質
は
比
較
的

良
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

表 6　小豆の生育期節・農作業期   

項目
農作業期 生育期節 農作業期 生育期間
は種期 出芽期 開花期 成熟期 収穫期 出芽期～開花期 開花期～成熟期

Ｈ29年 5月23日 6月6日 7月23日 9月9日 10月4日 47 48
平年 5月24日 6月6日 7月23日 9月6日 10月2日 47 45
遅速 早１日 ±０ ±０ 遅3日 遅2日 ±０ 3日長

表 7　小豆の収量構成要素    

項目 ㎡当莢数
（個）

一莢内粒数
（粒 / 莢）

百粒重
（ｇ）

収量
(kg/10a)

Ｈ29年 326 6.7 13.7 317
平年 424 5.9 11.4 258

平年比 (%) 77 114 120 109 

　図 3　小豆の草丈・葉数の推移（作況ほ）　　　　　　　図 4　小豆の着莢数の推移（作況ほ）
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４　

ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

(
１)

生
育
の
経
過

　

融
雪
期
が
平
年
よ
り
早
く
、
４
月
全
般
を
通

し
て
少
雨
傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
植
付

作
業
は
平
年
よ
り
８
日
早
く
進
み
ま
し
た
。
萌

芽
期
は
平
年
よ
り
５
日
早
く
な
り
ま
し
た
が
、

表８　ばれいしょの生育期節・農作業期

年度
生　育　期　節 農　作　業　期

萌芽期 着蕾期 開花期 終花期 茎葉黄変期 植付始 植付期 植付終 収穫始 収穫期 収穫終

29年 5月27日 6月15日 7月1日 7月13日 8月7日 4月26日 5月5日 5月14日 8月21日 9月11日 10月10日

平年 6月1日 6月15日 6月28日 7月13日 8月7日 5月5日 5月13日 5月21日 8月29日 9月17日 10月9日

遅速 早5日 ±0 遅3日 ±0 ±0 早9日 早8日 早7日 早8日 早6日 遅1日

５
月
上
中
旬
も
少
雨
に
経
過
し
た
た
め
、
植
付

か
ら
萌
芽
ま
で
の
日
数
は
長
く
な
り
、
萌
芽
が

ば
ら
つ
き
ま
し
た
。
６
月
は
、
気
温
が
低
く
推

移
し
た
こ
と
か
ら
生
育
が
停
滞
し
、
着
蕾
期
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
は
気
温
が
高
く
、

経
過
し
た
た
め
生
育
が
進
み
、
終
花
期
は
平
年

並
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
４
半
旬
か
ら
８
月
１

半
旬
に
か
け
、
降
雨
が
多
く
推
移
し
ま
し
た
が
、

茎
葉
黄
変
期
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
８
月

は
、
上
中
旬
に
降
雨
が
少
な
く
経
過
し
た
た
め
、

収
穫
始
は
平
年
よ
り
８
日
早
く
、
収
穫
期
は
６

日
早
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
断
続
的
な
降

雨
に
よ
り
収
穫
終
は
10
月
10
日
ま
で
遅
れ
、
平

年
よ
り
１
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

６
月
が
低
温
寡
照
傾
向
だ
っ
た
た
め
、
疫
病

の
初
発
が
や
や
早
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
が
高
温
多
雨
に
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
軟
腐

病
の
発
生
が
ト
ヨ
シ
ロ
で
特
に
多
く
な
り
ま
し

た
。

（
３
）
作
柄

　

株
当
た
り
上
い
も
数
は
平
年
よ
り
多
く
、
少

雨
傾
向
も
あ
り
１
個
重
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

小
玉
傾
向
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
い
も
数
が
確

保
で
き
、
上
い
も
収
量
、
規
格
内
収
量
は
多
く

な
り
ま
し
た
。

（
４
）
次
年
度
の
対
応

　

今
年
度
は
生
育
の
ば
ら
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

初
期
生
育
を
促
進
す
る
こ
と
（
浴
光
催
芽
お
よ

び
種
子
消
毒
の
実
施
、
適
性
土
壌
水
分
に
お
け

る
耕
起
）
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
軟
腐
病
の
対

策
と
し
て
、
倒
伏
し
な
い
よ
う
多
窒
素
栽
培
を

避
け
、
適
正
施
肥
を
行
う
こ
と
、
ほ
場
の
排
水

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
、
オ
キ
ソ
リ
ニ
ッ
ク
酸

の
連
用
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

表９　ばれいしょの収量構成要素

年度
上いも数 上いも 1 個重 でん粉価 上いも収量 規格内収量 規格内率

( 個 / 株 ) (g) (%) (㎏ /10a) (㎏ /10a) (％ )

29 年 9.9 87 16.1 4,306 4,037 94

平年 8.7 97 14.4 3,719 3,555 96

平年比 114 90 111 116 114 －
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５　

て
ん
さ
い
（
カ
ー
ベ2K

314

）

（
１
） 

生
育
の
経
過(

表
10)

　

４
月
の
気
温
は
平
年
並
で
５
月
は
気
温
も
高

く
推
移
し
、
少
雨
に
経
過
し
た
た
め
、
移
植
期

は
、
平
年
よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。
移
植
後

の
好
天
も
あ
り
、
活
着
は
良
好
で
初
期
生
育
も

順
調
で
し
た
。
６
月
か
ら
の
低
温
や
７
月
上
中

旬
の
高
温
少
雨
時
に
は
、
根
部
肥
大
が
や
や
停

滞
し
ま
し
た
が
、
降
雨
に
よ
っ
て
肥
大
が
回
復

す
る
傾
向
も
あ
り
、
収
穫
前
の
根
周
は
平
年
並

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
、
平
成
28
年
産
の
秋
の
長
雨
と

早
期
積
雪
に
苦
労
し
た
経
緯
も
あ
り
、
10
月
上

旬
か
ら
始
ま
り
、
収
穫
期
は
１
日
早
く
、
収
穫

終
は
７
日
早
ま
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

   

褐
斑
病
は
初
発
が
遅
く
、
平
年
よ
り
も
少
な

い
発
生
量
で
し
た
。
ま
た
、
根
腐
病
、
葉
腐
病

は
例
年
よ
り
少
な
く
、
収
量
に
影
響
す
る
病
害

虫
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
３
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

 

29
年
度
は
、初
期
生
育
が
確
保
さ
れ
、低
温
・

高
温
、
少
雨
な
ど
に
よ
る
根
部
肥
大
が
停
滞
し

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
病
害
虫
の
影
響
が

少
な
く
、
そ
う
根
病
や
褐
斑
病
に
強
い
品
種
の

切
り
替
え
な
ど
も
あ
り
、
根
重
・
糖
分
は
平
年

を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
向
け
て
は
、
褐
斑
病
のD

M
I

剤
・

カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
剤
の
薬
剤
耐
性
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
発
病
の
拡
大
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
初
発
か
ら
の
防
除
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
初
期
生
育
の
促
進
を
図
る
た
め
、
融
雪

促
進
に
努
め
、
健
苗
を
良
好
な
ほ
場
の
状
態
で

移
植
で
き
る
準
備
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

〈
飼
料
作
物
〉

１　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
の
経
過
と
作
柄
の
概
要

　

は
種
作
業
は
、
早
い
ほ
場
で
は
５
月
上
旬
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
６
月
が
低
温
傾
向
に
推
移

し
た
影
響
で
、
生
育
が
や
や
緩
慢
と
な
り
ま
し

た
が
、
７
月
前
半
の
高
温
で
、
回
復
傾
向
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
８
月
中
旬
～
９
月
中
旬

に
か
け
て
の
低
温
の
影
響
で
登
熟
が
遅
れ
ま
し

た
。

　

９
月
18
日
の
台
風
18
号
の
風
雨
に
よ
り
、
多

く
の
ほ
場
で
折
損
倒
伏
し
、
収
穫
ロ
ス
は
あ
り

ま
し
た
が
、
生
育
が
旺
盛
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

概
ね
収
量
は
確
保
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

２ 

牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
の
概
要

 

融
雪
期
が
平
年
よ
り
２
日
早
ま
り
、
萌
芽
期

も
早
ま
り
ま
し
た
。
５
月
前
半
が
、
や
や
少
雨

高
温
傾
向
に
あ
り
、
生
育
が
緩
慢
と
な
な
り
ま

し
た
が
、
５
月
後
半
の
適
度
な
降
雨
と
高
温
で

生
育
は
回
復
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
前
半
の
低
温
傾
向
に
よ
り
、
生
育
が
緩

慢
と
な
り
ま
し
た
。

  

収
穫
作
業
は
、
６
月
中
旬
以
降
、
曇
雨
天
と

な
り
、
作
業
の
進
捗
は
天
気
の
合
間
を
ぬ
っ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草

　

２
番
草
は
、
７
月
前
半
の
少
雨
高
温
傾
向
に

よ
り
生
育
は
緩
慢
と
な
り
、
７
月
後
半
の
多
雨 

で
や
や
回
復
し
ま
し
た
が
、
生
育
は
平
年
よ
り

や
や
遅
く
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
、
概
ね
平
年
並
で
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量
の
概
況

　

１
番
草
は
、
融
雪
が
早
く
萌
芽
期
が
早
ま
り
、

そ
の
後
の
生
育
も
ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
、
収
量      

は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
２
番
草
は
、
１
番

草
刈
り
取
り
後
、
７
月
前
半
が
少
雨
高
温
傾
向

に
あ　

っ
た
た
め
、
２
番
草
の
生
育
は
緩
慢
と

な
り
、
そ
の
後
の
生
育
も
や
や
遅
れ
て
い
ま
し

た
。
草
丈　

は
短
か
っ
た
も
の
の
、
収
量
は
平

年
並
と
な
り
ま
し
た
。

表 10　てん菜農作業期 

農作業期
出芽期

農作業期 農作業期 農作業期

は種始 は種期 は種終 移植始 移植期 移植終 収穫始 収穫期 収穫終

本年 3月11日 3月14日 3月21日 5月2日 5月5日 5月14日 10月9日 10月20日 10月23日

平年 3月11日 3月15日 3月22日 5月2日 5月9日 5月17日 10月11日 10月21日 10月30日

遅速 ±0 早1日 早1日 ±0 早4日 早3日 早2日 早1日 早7日

図 5　てんさいの生育経過（作況ほ）

表 11　てんさいの収量・糖分・糖量

年次 根重 
（kg/10a)

根中糖分 
（％）

糖量 
（kg/10a)

Ｈ 29 7,170 16.9% 1,208

平年 6,170 16.0% 990

平年比 116 105 122

※平成 29 年は 12 月 17 日現在（日甜調）
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輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

近
年
の
気
象
は
、
気
象
変
動
が
大
き
い
の

が
特
徴
で
す
が
、
昨
年
も
春
季
や
秋
季
の
多

雨
な
ど
農
作
業
を
進
め
る
上
で
大
変
苦
労
の

多
か
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
の
出
来
秋
は
農
家
の
方
々
の
長
年
の
経
験

に
よ
る
営
農
対
応
に
よ
り
目
標
に
近
い
実
績

で
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
北
海
道
農
業
は
、
農
家
戸
数
の
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
、
労
働
不
足
の
深
刻
化

な
ど
地
域
構
造
の
変
動
は
続
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
を
含
め
、
道
で

は
、
第
五
期
の
「
北
海
道
農
業
・
農
村
振
興

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
担
い
手
対
策
と
し

て
は
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
、
法
人

化
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
農
業
の
推

進
な
ど
、
多
様
な
担
い
手
確
保
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
畜
産
物
の
高

付
加
価
値
化
や
販
路
拡
大
に
は
、
農
商
工
連

携
や
６
次
産
業
化
を
進
め
る
と
同
時
に
国
内

地域戦略と経営改善の
継続で安定経営を
  

上川農業改良普及センター大雪支所

  　　　　支所長　川　口　招　宏

市
場
の
縮
小
を
踏
ま
え
て
、
輸
出
拡
大
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
に
お
い
て
も
、
新
規
就
農
者
の
研

修
施
設
の
設
置
や
美
瑛
選
果
を
拠
点
と
す
る

高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
・
販
売
、
農
産
物

の
輸
出
の
取
り
組
み
な
ど
、
農
業
者
が
希

望
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
、
そ
の
取
り
組
み
は
、
先
進
事
例

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ

ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
豪
州
担

い
手
研
修
は
、
農
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
研
修
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
可
能
性
を
秘

め
た
取
り
組
み
で
も
あ
り
、
そ
の
成
果
を
心

待
ち
に
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
市
場
開
放
圧
力
の
強
ま
り
や
農

業
保
険
法
（
改
正
農
業
災
害
補
償
法
）
の
公

布
、
市
場
法
改
正
や
種
子
法
廃
止
な
ど
国
際

情
勢
や
農
政
の
変
動
・
改
革
に
め
ま
ぐ
る
し

い
動
き
が
見
ら
れ
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

  

個
々
の
農
家
の
方
々
に
は
、
自
己
の
農
業

経
営
の
点
検
や
見
直
し
を
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
農
業

機
械
費
な
ど
の
原
価
償
却
費
の
大
小
に
よ
っ

て
農
業
所
得
率
が
上
下
す
る
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
規
模
拡
大
に
は
効
率
的
な
作

業
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
人
手
不
足
対
策
な

ど
、
様
々
な
場
面
で
最
新
農
業
機
械
や
ス
マ

ー
ト
農
業
関
連
機
器
の
手
助
け
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
費
用
対
効
果

の
検
証
も
時
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
所
有
の
機
械
を
長
く
使
用
す
る
た

め
の
手
立
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
年
間
の
営
農
活
動
で
得
た
収
益
を
「
家

庭
内
に
ど
れ
く
ら
い
残
せ
る
か
」
が
個
々
で

取
り
組
め
る
国
際
競
争
だ
と
言
い
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
年
の
営
農
に
向
け
、
経
営
成
果
の
数
値
に

基
づ
く
改
善
策
へ
の
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

  

本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

本年もよろしく
お願い致します

支所長	 　

　　　川　口　招　宏
地域第一係長	 　

　　　外　山　直　樹
地域第二係長	 　

　　　辻　　　英　敏
専門主任	 　

　　　吉　田　純　子
専門主任	 　

　　　新　井　菊　江
専門普及指導員	 　

　　　工　藤　淑　郎
専門普及指導員	 　

　　　堀　田　ひとみ
調査員	 　

　　　遠　藤　成　典
普及指導員	 　

　　　中　野　寛　之
普及職員	 　

　　　藤　本　　　周
（敬称略）

年頭のごあいさつ
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新
年
の　
　

ご
あ
い
さ
つ

協
同
の
推
進
力
、
青
・
女
性
活
動

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
常
日
頃
よ
り

青
年
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご

理
解
・
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
青
年
部
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
私
の
力
不
足
も
あ
り
新
規
事
業
を
発

進
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
分
一
つ
一
つ
の
活
動
に
対
し
て
力
を

入
れ
、
中
身
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

春
の
研
修
で
は
、
作
業
開
始
に
向
け
て

の
準
備
運
動
と
し
て
「
ヨ
ガ
」
を
取
り
入

れ
、
は
じ
め
は
、
部
員
達
も
抵
抗
を
感
じ

て
い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
体
の
ほ

ぐ
し
方
を
習
っ
た
こ
と
で
健
康
的
に
な
り
、

二
日
連
続
の
猛
暑
日
の
中
、
出
発
し
た
視

青年部部長　

　福田　寿行

察
研
修
も
花
・
野
菜
技
術
セ
ン
タ
ー
、
㈱

ダ
ン
ロ
ッ
プ
リ
ト
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
北

海
道
セ
イ
カ
ン
工
業
、
Ｍ
Ｓ
Ｋ
農
業
機
械

㈱
、
美
瑛
選
果
千
歳
空
港
店
と
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
部
員
同
志
の
結
束

を
高
め
ら
れ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

食
育
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
例
年
よ

り
も
１
校
増
え
、
４
校
合
同
で
田
植
え
と

稲
刈
り
を
行
い
、
長
年
に
渡
り
青
年
部
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
伝
え

て
き
た
成
果
も
あ
り
、
北
海
道
新
聞
等
各

広
報
機
関
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
ま
で

成
長
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
と
の
合
同
事
業

は
、
本
年
度
も
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
実
施

し
、
白
熱
し
た
試
合
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
交
流
会
や
懇
親

会
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
地
元
開
催
外
の
交
流
事
業
へ
の
参

加
は
、
や
は
り
役
員
対
応
に
偏
っ
た
傾
向

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
部
員
一

人
一
人
の
青
年
部
に
対
す
る
意
識
を
改
善

す
べ
き
問
題
点
だ
と
改
め
て
実
感
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
悪
天
候
や
自
然
災
害
、
農
業

政
策
が
大
き
く
見
直
さ
れ
る
中
の
農
協
改

革
と
、
思
う
よ
う
な
農
業
が
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
は
青

年
部
ら
し
い
組
織
活
動
の
実
践
と
地
域
貢

献
を
実
践
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
、

時
に
は
政
策
提
言
を
行
え
る
よ
う
に
も
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
・
ご
協

力
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
７
月
の
九

州
の
豪
雨
・
雨
の
降
ら
な
い
梅
雨
・
沖
縄

県
の
終
わ
ら
な
い
夏
・
黒
潮
の
大
蛇
行
な

ど
、
全
国
的
に
も
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
住
む
美
瑛
町
で
も
、
４

月
の
強
風
・
６
月
末
か
ら
７
月
の
高
温
・

８
月
の
局
地
的
豪
雨
な
ど
近
年
の
異
常
気

女性部部長　

　山本 京子

部員が笑顔
で語る安息
の場に

象
に
は
目
を
疑
い
た
く
な
る
被
害
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
ア
メ

リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
の
中
で
の
一
部
農
産

品
の
関
税
撤
廃
、
私
た
ち
北
海
道
の
女
性

農
業
者
に
と
り
ま
し
て
も
安
い
輸
入
品
が

生
活
の
中
に
入
り
込
み
衣
食
住
に
も
多
大

な
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
は
自
給
率

２
０
０
％
の
「
食
の
台
所
」
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
日
本
全
体
で
は
自
給
率

３
７
％
と
言
わ
れ
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
事

実
が
あ
り
ま
す
。
農
業
者
で
あ
り
な
が
ら
、

家
庭
で
は
妻
で
あ
り
母
で
も
あ
る
私
た
ち

に
今
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
が
、
今
後

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
部
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
昨
年

よ
り
農
閑
期
を
利
用
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動

を
試
み
ま
し
た
。
皆
さ
ま
と
笑
顔
で
語
り

合
い
ホ
ッ
と
で
き
る
場
所
に
な
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
部
員
の
減
少
、
そ
れ

と
共
に
新
規
加
入
者
も
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

の
皆
さ
ま
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
よ
り
良

           　   地域貢献を軸に
           　   農青活動
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い
女
性
部
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た

任
期
を
役
員
一
同
精
一
杯
勤
め
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
よ

り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
ご
支
援
、
ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
、

組
合
員
は
も
と
よ
り
、
役
員
、
事
務
局
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
と
は
違
い
、
そ
れ
ほ
ど

の
被
害
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
農
作
業
が

で
き
た
も
の
の
、
全
国
各
地
で
は
地
震
や

豪
雨
な
ど
災
害
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
胸

の
痛
む
思
い
を
致
し
ま
し
た
。
仕
事
の
合

間
で
は
、
夏
の
研
修
で
コ
ス
メ
の
講
師
に

普
段
忙
し
く
て
で
き
な
い
、
肌
の
ケ
ア
︱

等
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
食
事
会
等
も

フレッシュミセス会
会長　　

　佐藤　窓夏

あ
り
、
皆
で
お
い
し
く
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
育
事
業
で
は
、
青
年
部
・
女

性
部
の
皆
さ
ま
や
Ｊ
Ａ
職
員
と
一
緒
に
、

田
植
え
や
稲
刈
り
、
ピ
ザ
や
シ
チ
ュ
ー
作

り
な
ど
の
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
頃
、
畑
で
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
様
々
な
行
事
が
あ
り
、
楽
し

く
活
動
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
他
の
方
々
と
の
交
流
も
あ
り
、
情
報

交
換
し
あ
う
こ
と
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
年
々
会
員
の
数
が
減
っ
て
い
る
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
セ
ス
会
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
協
力
で
楽
し
く
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動

に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た

任
期
を
役
員
一
同
、
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
つ
つ
、
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
輝
か
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

気軽で楽しい
事業を念頭に

女性部夏期研修にてお菓子づくり

フレッシュミセス会夏期研修にて

開催３年目となった青年部・フレッシュミセス会ふれあい交流会

外部講師を招いたメイクアップ教室

この１年
組織活動

フォトアングル
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美瑛町立明徳小学校

地域の

学校紹介
地域の

学校紹介

　

本
校
は
、
Ｊ
Ｒ
の
北
美
瑛
に
あ
る
乗
降
所
を

通
っ
て
志
比
内
へ
抜
け
る
途
中（
朗
根
内
町
内
）

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
観
光
地
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
に
は
観
光
バ
ス
等
も
多
く

通
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
地
域
は
農
業
地
帯
で

あ
り
、
学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
水
田
が
広
が
り

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
小
中
併
置
校
と
し
て
歩
み
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
中
学
校
が
閉
校
し
て

子
ど
も
の
数
も
教
職
員
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
日
も
小
学
生
の
笑
顔
や
歓
声
が
明
る
く

響
く
学
校
で
す
。

　

明
徳
の
春
は
「
鯉
の
ぼ
り
揚
げ
」
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
毎
年
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
や
教
職

員
は
も
ち
ろ
ん
卒
業
生
や
保
護
者
・
地
域
の

方
々
が
集
ま
り
残
雪
が
残
る
中
、
全
員
で
取
り

付
け
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
時

折
明
徳
の
空
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を
眺
め
て
い
く

人
た
ち
も
見
か
け
ま
す
。

　

近
年
、
学
校
と
地
域
の
連
携
が
求
め
ら
れ
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
も

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美
瑛
町
内
に

お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、本
校
で
は「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
す
る

以
前
か
ら
、
地
域
全
戸
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
し
て

学
校
を
支
え
、
様
々
な
活
動
に
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

朗
根
内
保
育
所
と
合
同
で
行
う
運
動
会
は
、

地
域
の
方
々
も
加
わ
っ
て
賑
や
か
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
競
技
準
備
等
は
も
ち
ろ
ん
実
況
放
送
も

小
学
生
や
教
職
員
・
地
域
の
方
が
分
担
し
て
笑

い
声
の
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、小
規
模
多
機
能
介
護
施
設
「
七
彩
」

と
の
交
流
を
は
じ
め
、
地
域
の
老
人
会
と
の
交

流
も
年
間
を
通
し
て
計
画
さ
れ
て
お
り
地
域
の

方
と
子
ど
も
た
ち
の
絆
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
、
今
年
も
「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
」
を
合
い
言
葉
に
「
明
徳
夏
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
出
店
は
減
ら
し
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
少
年
団
育
成
会
や
青
年
団
を
は

じ
め
多
く
の
明
徳
Ｏ
Ｂ
や
地
域
の
方
々
が
（
昨

年
以
上
に
）
集
ま
り
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
行
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
「
も
ち
つ
き

大
会
」
に
も
多
く
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
た
ち
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
取
材
で
見
え
ら
れ
た
方
か
ら

は
「
温
か
い
地
域
だ
ね
」
と
い
う
う
れ
し
い
言

葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
あ
る
か
ら
こ
そ
の
体
験
や
楽
し

い
思
い
出
に
残
る
活
動
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
学
習
面
で
は
小
規
模
校
の
利
点
（
誰
か
の

陰
に
隠
れ
て
サ
ボ
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
を
活

か
し
て
、
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
や
か
に
楽
し

い
授
業
を
厳
し
く
追
い
求
め
た
い
と
考
え
努
め

て
い
ま
す
。
本
校
の
教
育
目
標
は
「
生
き
生
き

と
た
く
ま
し
く
歩
む
子
ど
も
」
で
す
が
、
地
域

の
温
か
い
応
援
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
の
び

の
び
と
活
動
し
成
長
し
て
い
ま
す
。

    校長　井　上　泰　一

鯉のぼり揚げ

学芸会

もちつき大会

運動会

美瑛町立明徳小学校
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1 年　伊藤祐太「プレゼント」　 １年　猪俣望乃「ママと馬に乗った」 １年　小口緋七「虫の世界」

２年　伊藤由衣「友達の結婚式」 ２年　福田りき「おだやかパンダ」 ２年　舟木わこ「カレー皿」

３年　東方颯良「真剣勝負」 ４年　舟木崇大「ビリビリピカチュウ」 ４年　小口晃祐「サンマ皿」

５年　東方耀平「たきのぼり」
   　                「大～きな木」

６年　西條凜「キラッと輝く鯉のぼり」 　明徳小学校の子供達
　　　　　　　

児
童 作 品 展
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こ
の
役
員
研
修
は
11
月
21
日
か
ら
４
日

間
の
日
程
で
、
役
職
員
あ
わ
せ
て
23
名
。

販
売
事
業
と
関
連
の
あ
る
北
陸
方
面
で
す
。

Ｊ
Ａ
金
沢
市
直
売
所
で
は
、
ほ
が
ら
か
村

と
称
す
る
最
大
級
の
店
舗
と
し
て
平
成
22

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
。
食
育
活
動
、
料
理

教
室
、
家
庭
菜
園
の
営
農
相
談
も
実
施
さ

れ
、
地
産
地
消
の
拡
大
と
食
の
大
切
さ
、

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
に

取
組
み
、
地
域
密
着
を
基
本
に
協
同
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
川
県
の
取
引
先
、
ネ
オ
食
品
株
式
会

社
で
は
、
美
瑛
産
小
豆
と
か
ぼ
ち
ゃ
を

１
０
０
％
使
用
し
た
北
海
道
美
瑛
小
倉
飴
、

北
海
道
美
瑛
か
ぼ
ち
ゃ
飴
が
製
造
販
売
さ

れ
て
お
り
、
仕
入
か
ら
加
工
、
製
造
、
販
売
、

倉
庫
業
、
運
送
業
等
の
物
流
ま
で
を
一
貫

し
て
行
っ
て
お
り
、
安
心
、
安
全
な
食
品

販
売
を
行
い
需
要
の
変
動
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
生
産
・
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ

れ
た
会
社
で
あ
り
、
美
瑛
産
農
産
物
の
製

品
適
正
に
つ
い
て
話
を
伺
い
今
後
の
戦
略

の
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

丘
の
ま
ち
東
京
物
産
館
（
美
瑛
選
果
有

楽
町
店
）
で
は
、
有
楽
町
東
京
交
通
会
館

前面に販売戦略
JA 役員研修

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
所
得
確
保

の
前
提
に
、
農
畜
産
物
の
付
加
価

値
ア
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。
農
協

改
革
で
の
本
命

の
一
つ
に
農
業
者
の
所
得
２
割
ア

ッ
プ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
経
済
力
の
向
上
と
連
動
し
て
特

色
あ
る
協
同
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本

組
合
で
も
販
売
戦
略

に
関
連
し
役
員
に
よ

る
先
進
地
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

所
得
確
保
に
向
け
て

で
行
わ
れ
た
、
第
１
回
ご
当
地
ア
イ
ス
対

決
で
美
瑛
の
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
」
が
総
合
１
位
に
輝
き
、
好
評
を

博
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
電

子
マ
ネ
ー
決
済
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り

顧
客
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
売
上
が
顕
著

に
向
上
し
た
と
し
、
今
後
の
展
開
と
し
て

は
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
常
に
満
席

の
た
め
、
カ
レ
ー
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
始

め
る
な
ど
の
報
告
を
受
け
大
消
費
地
「
東

京
」
で
の
販
売
戦
略
の
あ
り
方
を
確
認
し

て
き
ま
し
た
。

役員道外視察研修

Ｓ
や
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
専
門
家
か
ら
活

用
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
無
人
飛
行
機
の
飛
行
に
当
た
っ

て
は
「
許
可
を
必
要
」
と
す
る
空
域
が
あ

り
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

集
落
代
表
者
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
介
し

今
年
度
の
農
業
、
農
協
事
業
の
経
過
な
ど

を
報
告
す
る
、
数
え
て
44
回
目
の
「
集
落

代
表
者
研
修
会
」
12
月
１
日
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
挨
拶
で
熊
谷

組
合
長
は
「
本
年
度
は
品
目
で
生
産
高
に

バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
農
業
総
生
産
は

交
付
金
も
含
み
１
５
５
億
円
が
見
込
め
る
。

災
害
を
乗
り
越
え
３
年
連
続
の
好
結
果
と

な
っ
た
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
た
い
」

と
挨
拶
。
研
修
会
で
は
今
話
題
の
ス
マ
ー

ト
農
業
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
Ｇ
Ｐ

ドローンの活用などの説明
を受ける代表者の皆さん

　

ホ
ク
レ
ン
が
行
う
第
39
回
北
海
道
枝
肉

共
励
会
（
黒
毛
和
牛
の
部
）
が
12
月
２
日

帯
広
市
の
道
畜
産
公
社
道
東
事
業
所
十
勝

工
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
励
会
に
は
道

内
の
49
農
協
か
ら
１
０
１
頭
（
す
べ
て
去

勢
）
が
出
品
さ
れ
日
頃
の
成
果
が
競
わ
れ

ま
し
た
。
美
瑛
か
ら
は
村
上
雅
紀
さ
ん
が

出
品
し
、
見
事
優
秀
２
席
（
Ａ
５
、５
０
７

村上さんの出品枝肉

ご
苦
労
様
、

集
落
代
表
者
研
修
会

　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
現
状
も

お
め
で
と
う

　

村
上
雅
紀
さ
ん

　

㌔
）
に
輝
き
ま
し
た
。
飼
養
技
術
の
結
実

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

道
枝
肉
共
励
会
、

　
　

優
秀
２
席
に
輝
く
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【
食
と
農
の
イ
ベ
ン
ト
を
初
開
催
】

　
「
北
海
道
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
11
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
も
企
画
主
体
と
な
り
ブ
ー
ス
出
展
や

ス
テ
ー
ジ
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

道
内
各
地
の
農
畜
産
物
や

加
工
品
の
試
食
・
販
売
を
は

じ
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
最
新
技
術

の
紹
介
ま
で
全
道
の
出
展
者

が
集
ま
り
幅
広
い
ブ
ー
ス
を

展
開
。
農
業
関
係
者
や
消
費

者
の
皆
さ
ん
等
、
約
８
，
０
０
０
人
も
の
来
場

者
が
訪
れ
、
農
業
の
最
先
端
技
術
に
触
れ
る
場

や
、
北
海
道
農
業
の
魅
力
発
信
の
場
と
し
て
の

大
き
な
役
割
を
果
た
す
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活
用
し
た
生
産
者

向
け
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ
ク
レ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
生
産

者
の
皆
様
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品
の
情

報
、生
産
資
材（
飼
料
や
農
薬
な
ど
）価
格
、ス
マ
ー

ト
農
業
情
報
な
ど
の
営
農
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
生
産
者
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
発

信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
手
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
（http://hokuren-

new
s.jp/

）
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

11
月
に
農
業
経
営
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

今
年
で
７
回
目
と
な
る
「
農
業
経
営
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
株
）
も
ち
米
の
里
ふ
う
れ
ん
特
産
館
の
堀

江
代
表
取
締
役
に
『
創
業
か
ら
こ
れ
ま
で
の
あ

ゆ
み
』
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
失
敗
学
会
の
飯
野
副

会
長
に
失
敗
を
成
功
の
も
と
と
す
る『
失
敗
学
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」「
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ

と
の
大
切
さ
を
教
わ
っ
た
」
な

ど
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
・
23
日
に
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道

ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ひ
と
の
わ
グ
マ
』
の

的
あ
て
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
、
多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ

シ
を
景
品
と
共
に
配
布
し
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海

道
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、

Ｊ
Ａ
共
済
の
周
知
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
家
庭
介
護
教

室
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
認
知
症
高
齢
者

へ
の
支
援
と
し
て
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
運
動
」
を

展
開
し
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
支
援
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
や
安
心
で
安
全

な
家
庭
介
護
実
践
の
た
め
の
正
し
い
技
術
や
知

識
が
習
得
で
き
る
講
義
・
実
技
演
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

↑登録は
コチラから
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☆
当
選
者
は

鎌　

田　

順　

子
さ
ん

佐　

藤　

寿
志
子
さ
ん

野　

村　

映
利
佳
さ
ん

寺　

島　

勝　

明
さ
ん

高　

島　

松　

枝
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
２
０
１
８
年
の
―
―
五
輪
は
平
昌

で
行
わ
れ
ま
す

②
力
士
が
踏
む
も
の

③
ツ
ル
の
も
の
は
長
く
、
カ
モ
の
も

の
は
平
た
い

④
尺
八
や
フ
ル
ー
ト
は
こ
の
仲
間

⑤
医
師
に
処
方
し
て
も
ら
う
も
の
の

一
つ

⑦
ず
い
ぶ
ん
と
―
―
が
飛
躍
し
て
い

る
な
ぁ

⑩
銀
世
界
を
眺
め
て
楽
し
む
こ
と

⑫
日
本
―
―
が
寒
波
に
覆
わ
れ
た

⑬
ス
マ
ホ
で
明
日
の
天
気
―
―
を
調

べ
た

⑭
漢
字
で
書
く
と
最
中
。
あ
ん
の

入
っ
た
和
菓
子
で
す

⑰
桃
太
郎
の
場
合
は
犬
・
猿
・
キ
ジ

⑲
鬼
の
頭
に
生
え
て
い
ま
す

⑳
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
本
命
チ
ョ
コ
に

込
め
ま
す

②
友
人
の
結
婚
を
み
ん
な
で
―
―
し

た
⑥
魚
の
下
ご
し
ら
え
の
際
に
取
る
こ

と
も

⑧
将
棋
に
似
た
西
洋
の
ゲ
ー
ム

⑨
五
輪
で
１
位
の
選
手
が
も
ら
う
メ

ダ
ル
の
色

⑩
温
め
た
豆
乳
か
ら
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⑪
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と
も

⑮
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フ
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ー
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書
『
―
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と
罰
』

⑯
寒
い
日
に
は
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と
赤
く
な
る
人

も
⑱
ボ
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ト
と
組
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合
わ
せ
て
使
い
ま

す
⑳
セ
ー
フ
の
対
義
語

㉑
模
試
で
は
合
格
の
―
―
が
80
％

だ
っ
た

Ａ
→
Ｅ

『
フ
ク
ブ
ク
ロ
』
で
し
た
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１

【全体運】プレッシャーを感じやすいよう。肩肘を
張らず、周囲の言葉に耳を傾けてみると◎。気
晴らしには運動がベスト

【健康運】寒さ対策が重要。小まめに動くのも有効
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】フットワークの軽さが好運の呼び水に。
保留されていたことが動き始める予感。少し遠
出の旅行も吉

【健康運】規則正しい生活が運気アップのポイント
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】気力が長続きしにくい月。あれもこれ
もと手を広げると、全てが中途半端になりがち。
開運には寺社参拝へ

【健康運】ゆったり過ごして。適度な休息を大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】シジミ

【全体運】気まぐれになり、人を振り回してしまい
そう。言動をコロコロ変えないこと。好きな曲で
テンションを上げて

【健康運】おおむね良好。ダンスやスポーツを楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根

【全体運】 物事をネガティブに考えやすい時期。
持ち前の明るさを忘れずに。また、うわさ話に
興味を持つのも運気低下のもと

【健康運】疲れたら、ゆっくり休んで。自愛が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ

【全体運】にぎやかで華やかなことに縁がありま
す。新年会やパーティーといった席には積極的
に顔を出して。観劇も刺激大

【健康運】体操など、軽い運動が元気キープの秘訣（ひけつ）
【幸運を呼ぶ食べ物】レモン

【全体運】珍しく感情的になりやすいかも。深呼吸
で心を静めて。趣味や好きなことを満喫する時
間を持つとラッキー

【健康運】運動不足ぬなる暗示。体重増を招きがち
【幸運を呼ぶ食べ物】のり

【全体運】視野を広げるチャンス。いろいろな分
野に興味を持ってみて。新しい趣味や習い事を
スタートすると好結果に

【健康運】心に余裕を持つことで、運気回復の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】伊勢エビ

【全体運】物事を強気で進めるのには不向き。しっ
かり足元を見詰め、着実な歩みを目指して。精
神的な部分の強化に最適

【健康運】 食生活が乱れやすい月。節制を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】キウイフルーツ

【全体運】やる気が高まる活動期。自然と長所が
表に出そう。アクティブに動くことで、さらなる
発展や成長が期待できます

【健康運】ストレッチやヨガは、体調に好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】ナガイモ

【全体運】サービス精神旺盛に行動すれば、徐々
にスムーズな流れを引き寄せられる期間。思い
やりや周囲との協調が大事

【健康運】うっかりしやすい。小さなけがに注意を 
【幸運を呼ぶ食べ物】こんにゃく

【全体運】対人運が活性化します。初対面の相手
ともすんなり打ち解け合えるはず。グループレ
ジャーにもつきがありそう

【健康運】体力増強に良い時期。スポーツに励んで
【幸運を呼ぶ食べ物】甘エビ
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①
２
０
１
８
年
の
―
―
五
輪
は
平
昌

で
行
わ
れ
ま
す

②
力
士
が
踏
む
も
の

③
ツ
ル
の
も
の
は
長
く
、
カ
モ
の
も

の
は
平
た
い

④
尺
八
や
フ
ル
ー
ト
は
こ
の
仲
間

⑤
医
師
に
処
方
し
て
も
ら
う
も
の
の

一
つ

⑦
ず
い
ぶ
ん
と
―
―
が
飛
躍
し
て
い

る
な
ぁ

⑩
銀
世
界
を
眺
め
て
楽
し
む
こ
と

⑫
日
本
―
―
が
寒
波
に
覆
わ
れ
た

⑬
ス
マ
ホ
で
明
日
の
天
気
―
―
を
調

べ
た

⑭
漢
字
で
書
く
と
最
中
。
あ
ん
の

入
っ
た
和
菓
子
で
す

⑰
桃
太
郎
の
場
合
は
犬
・
猿
・
キ
ジ

⑲
鬼
の
頭
に
生
え
て
い
ま
す

⑳
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
本
命
チ
ョ
コ
に

込
め
ま
す

●ホウレンソウとジャガイモのチーズ焼き●

⑴フライパンにバターを入れ、ゆで

て半分に切ったジャガイモ、ホウレ

ンソウを入れ、塩・こしょうをして

炒める。

⑵グラタン皿にバターを塗り、⑴と

カットしたトマトを並べ、生クリー

ムとマヨネーズを合わせてソースを

作り回し掛ける。

⑶パルメザンチーズを振り、200 度

のオーブンで 8 分焼き、お好みで

パセリ（材料外）を散らす。
ジャガイモ……………2 個
ホウレンソウ………1/2 束
トマト………………1/2 個
バター…………………適宜

ジャガイモはしっかり炒める。ホウレンソウは
炒めた後、1 束にまとめて載せる。マヨネーズ
の量はお好みでどうぞ。

（2 人分）

生クリーム………3/4 カップ
マヨネーズ…………大さじ 2
塩・こしょう……………適宜
パルメザンチーズ………適宜

有元葉子
のり、わかめ、ひじき、昆布、もずく

切り口ひとつで美味しく見せる
驚きの魅せレシピ

ひとり暮らしからシニアまで
小さな鍋で絶品おかず

有元葉子　著
■ 1,620 円（税込）

栄養豊富で低カロリー、日本の食卓を
支える名脇役“海藻”。
人気料理家の有元葉
子が定番和食から洋
風、作りおきまで毎
日使える海藻レシピ
を紹介。だしのとり
方や下ごしらえなど
基本の扱い方も丁寧
に開設。

市瀬悦子　著
■ 1,512 円（税込）

料理のおいしさはもちろん、美しさに
もこだわった驚きの

「断面」魅せレシピ。
切った瞬間にテンシ
ョンが上がるカラフ
ルで美しい切り口は、
インスタ映えもバッ
チリ。器選びや盛り
付けのテクニックも
満載。

石澤清美　著
■ 1,188 円（税込）

ひとり暮らしやシニアのふたり世帯に
ぴったりの、小鍋
ひとつでささっと
作れるバリエーシ
ョン豊かな絶品レ
シピ。汁物はもち
ろん、蒸し料理や
焼き料理、サラダ
まで、毎日使える
70 レシピ。洗い物
もラクラク！
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1月のパソコン講習会について

営農部 営農支援課　☎68-7014

　◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )

1 月 15 日（月）
22 日（月）
25 日（木）
30 日（火）

① 9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送の仕方

青申会
ＪＡびえい

2 階
PC 研修室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

営農研修会は　１月30日（火）

営農部　☎68-7014

　今年度の営農研修会は、水稲・畑作生産者の方を対象に１月３０日（火）に開催します。
詳細は後日、ＦＡＸおよび農協無線でご案内致します。多数のご出席をお願い致します。

◆開催日　平成30年１月30日（火）　
◆場　所　ＪＡびえい３階大ホール

営農部　☎68-7014

農業者の皆さまへ
農業者年金のご案内

　老後生活の備えは十分ですか？農業者年金は、国
民年金の第１号被保険者（保険料納付免税者を除く）
で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方で
あれば、どなたでも加入できます。
※加入される方は、国民年金の付加年金（付加保険料月額
400円）への加入も必要となります。

農業者年金のメリット

少子高齢化時代に強い積立方式の年金

公的年金ならではの税制上の優遇措置

終身年金で 80 歳までの保証付き

農業の担い手には手厚い政策支援

詳しくは窓口までお問い合わせください。
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新生活応援キャンペーン

窓口　購買部農業機械課　☎ 92-2157

第1128号　平成30年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

年始のＪＡ業務時間のご案内
１月１日(月)
　～2日(火) 3日(水) ４日(木) ５日(金) ６日(土) ７日(日) 8日(月) 9日(火)

金融店舗窓口 休　　業 9:00～16:00 休　　業 9:00～16:00

Ａ
Ｔ
Ｍ

金融店舗 休　　業 8:45～17:00 休　　業 8:45～17:00

ホクレン
ショップ玄関 休　　業 9:00～17:00 9:00～18:00 休　　業 9:00～18:00

給
油
所

北町 休　　業 8:00～17:00

大町セルフ 6:00～21:00

上記以外の部門 休　　業 休　　業 営業日
8:30～16:00

総務部　☎92-2111

項　目 連絡先

ＪＡ共済事故受付センター 0120-258-931

灯油・プロパン 92-2157

年始休業中の緊急対応
　ＪＡ業務につきまして、緊急な業務対応は次の通り
実施いたしますのでお知らせします。

※ JA バンクの全国統一電算システムの更改にともない、1 月 6・7・8 日は JA バンク ATM、JA ネットバンクサービス、
コンビニ等の ATM について、一時休止とさせていただきます。

新生活応援キャンペーン

購買部農業機械課　☎92-2157

　平成 30 年１月１日（月）～３月 20 日（火）
までのご契約を対象に新生活応援キャンペーン
を開催中です。

キャンペーン内容
●平成 30 年３月卒業
予定の学生の方の新車・
中古車ご購入で「日清・
ヘルシー調味料バラエ
ティセット」や「ホー
ムスワンブレンダ―」
など、素敵なプレゼン
トを進呈。

詳しくは、農業機械課まで
お問い合わせください。

営業日
8:30～17:00
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免税軽油・農業労災保険の
受付が始まります

研修センター　　☎92-0588

　農業機械課では、平成 30 年度免税軽油申請と、
農業労災加入手続きを行いますので、お早めの手
続きをお願い致します。

■申請手続き
免軽必要事項　
　印鑑、標識交付証明書（トラクター等入替増車
の方）
労災必要事項　
　平成 29 年度分使用労働者数及び支払賃金、
　平成 30 年度支払予定賃金　　
受付期間　
　　　1月15日（月）～1月24日（水）
受付時間　　午前 9 時から午後 4 時まで
受付場所　　研修センター会議室

※近年、免税軽油の不正利用防止のため、使用者
への調査が強化されております。

　　免税軽油使用者証に未記載の機械への使用
等、不正使用が発覚した場合は、

　 罰則（免税証の不交付や過去三年に遡り返納等）
が生じますのでご注意下さい。

※毎年、多くの農作業事故が発生しております。
未加入の方はこの機会にぜひ農業労災に加入し
ましょう。

平成30年度女性部サークル活動のお知らせ
　女性部では、冬の時間の取れるうちに行える
趣味の活動を取り入れたいと考え、書道サーク
ルと手芸サークル・料理サークルを立ち上げる
ことといたしました。各サークルの開催日時は
以下の通りとなっております。申し込みなどは
不要です。当日、直接会場にお越しください。
たくさんの部員の皆さまのご参加をお待ちして
おります。

書道サークル：1月9日、16日、30日
手芸サークル：1月10日、24日
料理サークル：1月17日、31日

開催場所：各サークルとも青年・女性部の部屋
開催時間：13：30 ～ 16：00
　　　　※書道サークル・手芸サークルは時間

内であれば何時にいらしていただい
ても構いません。

　　　　　料理サークルは開催時間までにお集
まりください。
営農部
　☎68-7014  FAX92-2644

　本誌２０１８年新年号の表紙に登場していただい
たのは、「ルベシベへき地保育所」の園児の皆さん７
名です。当日は風邪でお休みの子もいて残念でした
が、元気いっぱいな姿を見せてくれました。新年の
干支である戌（いぬ）の絵が個性豊かで素晴らしい
ですね！ご協力ありがとうございました！

新年特集号
表紙の写真

ご協力
ありがとう
ございます
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春の新車フェア
　平成３０年１月１日～３月３１日までのご契
約を対象に「４メーカー全車種対象特別企画　
新車フェア」を開催中です。

キャンペーン内容
●乗用車新車ご購
入で「空気清浄器」
や「農協観光旅行
券３万円分」など、
　豪華景品をプレ
ゼント！
●軽トラック新車
ご購入で「スタッ
ドレスタイヤ４本

（ホイール付）」プ
レゼント！
●ホクレン エンジンオイルプレゼント　など

詳しくは、農業機械課まで
お問い合わせください。

購買部農業機械課　☎92-2157

職員の動き※【　】内は移動前の部署

■人事異動12月6日付
　総務部管理課課長　兼務
　ＪＡびえい販売㈱経理部長
　　【総務部管理課課長】　　　　　　　植　田　隆　彰

　販売部生産振興課課長　兼務
　ＪＡびえい販売㈱営業課長
　　【販売部生産振興課課長】　　　　　平　間　尚　貴

　販売部付　課長
　ＪＡびえい販売㈱（出向）　パッケージセンター長
　　【販売部販売促進課課長　（パッケージセンター長）】
    　栢　木　貴　志

　販売部付係長
　ＪＡびえい販売㈱（出向）　経理係長
　　【販売部経理課係長】　　　　　　　浦　島　明　美

　畜産部畜産課係長　兼務
　ＪＡびえい販売㈱営業係長
　　【畜産部畜産課係長】　　　　　　　佐　原　健一郎

　販売部付ＪＡびえい販売㈱（出向）
　　【購買部農業機械課主任】　　　　　山　田　健太郎

　購買部農業機械課主任
　　【販売部販売促進課主任】　　　　　中　村　英　司

　販売部付ＪＡびえい販売㈱（出向）
　　【販売部販売促進課】　　　　　　　西　舘　優　菜

　販売部付ＪＡびえい販売㈱（出向）
　　【販売部販売促進課】　　　　　　　青　田　麻　衣
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■新年を寿ぐ元旦に 1 年の計があると言われますが、今年も良い年になっ
て欲しいと言う思いは誰しも同じです。美瑛町における平成 29 年の根
雪は、例年比やや早いとのことですが、全国的にみると根雪の早さ、降
雪量とも記録的な結果を残しました。「雪の多い年は豊作だ」と言われて
おり、そうなることを願うばかりです。■日本の食料と農業を支えてい
るのは生産者と農協組織であることに尽きます。ここ数年、規制改革推
進会議は声高に「農協の改革」と称して農協攻撃を仕掛けてきたものの、
これに負けるわけにはいきません。農業が「命の産業」と言われる所以
は、食料を安全・安心に供給できる仕組みがあってこそ。来る干支は「戌」。
農業者魂を発揮して降りかかる波を皆さんと押し返したいと思います。

731 人

1,901 人

271 億 58 百万円

71 億 38 百万円

 11 億 38 百万円

45 億 66 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 29 年 11 月末）

発生件数　　1 件（16 件）　《19 件》
　　負傷　　1 人（16 人）　《18 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 1 人》
（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（12 月 20 日現在）
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